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今週のキーワード

AI材料発見
希土類フリー化と熱管理を加速

44
件

記事数

12
カ国

対象国

1.9
ZT値

熱電効率

400
倍

接着力

今週の全44記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 PCM熱貯蔵の進歩 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

環境配慮型・マイクロカプセル化PCMの最新レビュー
。建築物やEVの熱管理を革新する潜熱貯蔵、熱安定性
、長期貯蔵能力の改善技術を詳述。

#02 建築防水向け超疎水性 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

建築防水向け超疎水性材料のレビュー。ロータス効果
模倣で撥水・自己洗浄・耐食性を向上するが、長期安
定性や適用に課題。

#03
多機能PPSコーティン
グ

技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

水油両方を弾き、機械的耐久性・防氷機能を持つPPS
複合コーティング開発。航空宇宙、海洋、エネルギー
分野での応用期待。

#04 自己修復HEA開発 学術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

熱で微細亀裂を自己修復する高エントロピー合金を開
発。航空宇宙・自動車部品の寿命を大幅延長し、低コ
スト化に貢献。

#05 熱電効率ZT値1.9 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

SnSe合金化PbSnS2結晶が熱電効率ZT値1.9を達成。
750Kでの産業廃熱からの高効率発電を可能にし、エ
ネルギー効率向上に貢献。

#06 EVバッテリー熱管理 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

PCMと液体冷却のハイブリッドBTMSをモデル予測制
御で最適化。EVバッテリーの性能、安全性、寿命向上
に貢献。

#07 磁石フリーEVモーター 製品発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●

Vimag Labsが希土類不要のVMSMモーター特許取得
。EVサプライチェーンの脆弱性解消、コスト削減に貢
献。

#08 EVバッテリー冷却 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

PCMと誘電体断熱を組み合わせたEVバッテリーハイブ
リッド冷却コンセプト。安全性、性能、寿命向上に貢
献。

#09 PCM複合ポリウレタン 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

PCMマイクロカプセルを複合化したポリウレタンフォ
ーム。熱・音響の二重断熱で建築物の省エネと快適性
を向上。

#10 PCM熱貯蔵レビュー 学術論文
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

PCMを用いた熱エネルギー貯蔵の包括的レビュー。ヒ
ートポンプ、太陽光発電、EVバッテリーへの応用拡大
を詳述。

#11 AI駆動型ラボ設立 企業戦略
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

オランダDIFFERがAI駆動型「Self-Driving Labs」を
設立。材料発見を最大60%加速し、エネルギー変換・
貯蔵技術を革新。

#12 希土類Fモータ挑戦 解説記事
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
Vimag Labsが希土類不要EVモーターで中国独占に挑
戦。コスト削減とサプライチェーン安定化を強調。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 3D MOF電極触媒 学術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

レーザー構築3D CoCu MOF電極触媒が酸素発生反応
効率を革新。高エントロピー合金基板で耐久性向上し
、水電解に貢献。

#14 AIで磁石発見加速 学術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

アイオワ州立大学がAIとHPCで希土類フリー高強度磁
石の発見を最大60%加速する「自律的発見エンジン」
を始動。

#15 希土類Fモータ解説 解説記事
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●

Vimag Labsが希土類不要EVモーターで中国独占打破
を画策。コスト削減とサプライチェーン安定化を強調
。

#16 多機能アラミド生地 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
超疎水性、自己洗浄、光触媒、難燃性を統合した多機
能アラミド生地を開発。耐久性とUV耐性も向上。

#17 自己洗浄コーティング 学術論文
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

自己洗浄性コーティングの進歩レビュー。ナノ構造・
低表面エネルギーで耐久性と適用性向上、多様な産業
応用へ。

#18 スーパー合金RHEAD 学術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

ハフニウムなど5元素からなる「スーパー合金」RHEA
Dを開発。鋼の2倍、アルミの3倍の強度で航空宇宙・
エネルギー製造を革新。

#19 DOE希土類Fモータ 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

DOEがCorePower Magneticsに希土類フリー軸方向
磁束EVモーター開発を支援。サプライチェーン強化と
重要材料革新を推進。

#20 PCM体温調節生地 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Smartex Yarnが体温調節PCM技術を導入したナイロ
ン-モダール-テンセル混紡夏用シャツ生地を発表。快
適性を追求。

#21 HEAコーティング 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

大気プラズマ溶射によるFeCoCrNi高エントロピー合
金コーティング。Ti含有量最適化で耐摩耗性・耐食性
を大幅向上。

#22 スマートシューズ 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
圧電材料を用いたスマートシューズ開発。歩行から電
気を生成し、ウェアラブルデバイスに給電。

#23 AI材料発見加速 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

Bgolearnフレームワークが材料発見を40-60%加速。
ベイズ最適化で超高硬度HEAと高強度中Mn鋼を効率
的に探索。

#24 小型赤外線チップ 学術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
MITがPCMを用いた小型赤外線チップを開発。ガス・
熱検出性能向上と光学デバイス小型化に貢献。

#25 HEA粉末製造技術 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

MDPIが難燃性高エントロピー合金TiZrNbHfTaの超音
波アトマイゼーション技術を確立。積層造形用高品質
粉末製造へ道。

#26 AI材料発見チーム 企業戦略
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

MITリンカーン研究所がAI駆動型材料発見チームを強
化。ワイドバンドギャップ半導体研究を加速し、国家
安全保障に貢献。

#27 MgO保護コーティング 学術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

次世代バッテリー向け酸化マグネシウム保護コーティ
ング発見。ナノメートル厚で性能向上に貢献し、サイ
クル寿命とエネルギー密度を改善。

#28
セメントフリージオポ
リマー

学術発表
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

アイルランド初のセメントフリー3Dプリントジオポリ
マー開発。CO2排出削減と資源有効活用で持続可能な
建築を推進。

#29 熱遮断新プラスチック 学術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
強度を維持したまま熱を遮断する新プラスチック開発
。自動車・電子機器の軽量化と熱制御に貢献。

#30
HEA特許ランドスケー
プ

市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
Patsnapが2026年高エントロピー合金微細構造制御特
許ランドスケープを発表。中国が技術革新を主導。

#31 TRPL顕微鏡Solira 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

PicoQuantがE-MRS 2026で時間分解フォトルミネッ
センス顕微鏡「Solira」を発表。先進材料特性評価を
加速。

#32 スマート接着材料 学術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

西北工業大学が通電で接着力400倍の超薄型スマート
接着材料を開発。チップ製造、ソフトロボティクス等
に応用期待。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#33 CNT材料投資 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

IAG Firemark Venturesが次世代カーボンナノチュー
ブ材料のGalvornに投資。持続可能な電化・データ伝
送を加速。

#34 土壌3Dプリント建設 技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

ドイツの新興企業が土壌ベースのロボット3Dプリント
技術で持続可能な建設を推進。材料廃棄物を大幅削減
。

#35 AIロボットデータ管理 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ChemRxivで発表されたAI駆動型ロボットデータ管理
。ペロブスカイト半導体向け材料発見を加速し、開発
時間とコストを削減。

#36 固固PCM繊維 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

PEGを用いた水性ポリウレタン固固相変化材料を開発
。液漏れなく温度調節繊維へ貢献し、スマートテキス
タイルを革新。

#37 MOFEvolve 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

MOFEvolveが文献データ駆動で実験的MOFの効率的
探索と設計を可能に。ガス貯蔵、分離、触媒応用に貢
献。

#38
バクテリアセルロース
基板

技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Würth Elektronikがバクテリアセルロース製回路基板
「Cellutronik」プロジェクトを開始。持続可能な電子
機器開発を推進。

#39
ビトリマーネットワー
ク

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

エポキシ-無水物ビトリマーネットワークのガラス転
移と動的挙動のバランスを解明。再加工可能な材料設
計に貢献。

#40
MXene防食コーティン
グ

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

MXeneベース防食コーティングが受動バリアからスマ
ート保護へ進化。インフラ、自動車、航空宇宙産業の
長寿命化に貢献。

#41 ヘンプ強化複合材料 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

織りヘンプ強化ポリフルフリルアルコール複合材料。
高性能天然繊維複合材料の応用を促進し、持続可能な
産業に貢献。

#42 DNAリポソーム 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

DNAベース合成凝縮体を用いたリポソームの組織化と
誘発放出メカニズムを解明。デリバリーシステムを革
新。

#43 MRB熱管理PCM 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ゼロエミッション磁気レオロジーブレーキの熱管理を
CFDで評価。PCMが過熱課題解決に貢献し、EVや産業
機械の性能向上へ。

#44 神経電極コーティング 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

カテコール官能化アミノ酸交互共重合体が生体適応型
神経電極コーティングを開発。優れた接着性・生体適
合性を持つ。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ EVの設計思想は希土類フリーモーターで根本から変わるか？
Vimag LabsやCorePower Magneticsが希土類不要EVモーターの特許を取得・開発支援を受けています。これはEVのコ
スト構造、サプライチェーン、さらにはモーター設計の前提を大きく変える可能性を秘めています。自社のEV戦略や部品
調達に与える影響を再評価すべきです。

❷ 自社の材料開発はAIとロボットに置き換えられるか？
DIFFER、アイオワ州立大学、MIT、ChemRxivなど、AIとロボティクスを統合した「Self-Driving Labs」や材料発見フ
レームワークが続々と登場。材料発見プロセスを最大60%加速すると報告されています。従来の試行錯誤型開発から脱却
し、AI活用への投資は急務ではないでしょうか。

❸ 熱管理材料の選択基準はPCMの進化で変化するか？
EVバッテリー、建築物、機能性テキスタイル、産業機器など、PCMの応用が広がり、ハイブリッド冷却や液漏れしない固
固PCMも登場。高効率な熱エネルギー貯蔵が実現されつつあります。自社の熱管理ソリューションにおいて、PCMの採用
を再検討する時期に来ています。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

希土類FモータAI材料探索

PCM熱管理 HEA

スマート接着

多機能コート

持続可能建材

バイオ電子材

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 希土類Fモータ 注意 EVコスト減、SC安定化 日本の磁石・モータ競争力低下

● AI材料探索 注意 開発加速、新材料創出 開発競争激化、人材不足

● PCM熱管理 機会大 EV/建築省エネ、快適性向上 既存熱管理材の陳腐化

● HEA 注意 超高性能材、長寿命化 中国先行、技術キャッチアップ

● スマート接着 機会大 製造効率向上、新製品 既存接着剤の代替

● 多機能コート 機会大 製品高付加価値化、メンテ減 競合激化、技術難度

● 持続可能建材 参考 環境貢献、新市場開拓 既存建材市場の変化
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● バイオ電子材 参考 環境負荷減、新市場 性能・コスト課題
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深掘り ① ― 熱電効率ZT値1.9達成の衝撃
#05 | 2026/07/09 | ACS Publications | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

n型Clドープ(PbSnS2)1–x(SnSe)x結晶が750Kで熱電性能指数（ZT値）約1.9を達成しました。これはPbSnS2ベース
材料で過去最高値であり、電気的・熱的輸送特性の相乗的最適化により実現。SnSe合金化が格子歪みと欠陥を誘発しフ
ォノン散乱を強化、熱伝導率を低減しつつ、バンド構造最適化で電気伝導率を向上させました。これにより、産業廃熱
からの高効率発電が現実味を帯びてきました。

世界のエネルギー消費の約60%が廃熱として放出される中、熱電材料はクリーンエネルギー技術として注目されていま
す。今回のブレークスルーは、自動車の排気熱回収、産業廃熱利用、宇宙探査など多岐にわたる分野でのエネルギー回
収ソリューションの経済性と実用性を大幅に向上させる可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

ZT値1.9は熱電材料としては非常に高い数値であり、学術的なブレークスルーと言えます。しかし、75
0Kという高温域での性能であり、常温での実用化にはまだ課題が残ります。また、PbSnS2系材料は鉛
を含有するため、環境規制への対応も検討が必要です。実用化には、製造プロセスのスケーラビリティ
、長期安定性、機械的強度の評価、そしてコスト削減が不可欠です。 【機会】日本の重工業、自動車メ
ーカー、エネルギー関連企業は、廃熱回収によるエネルギー効率向上とCO2排出削減の大きな機会を得
られます。高性能熱電モジュールの開発競争が激化するでしょう。 【脅威】この技術が他国で先行して
実用化された場合、日本のエネルギー回収技術や関連産業が国際競争力を失う可能性があります。鉛フ
リー化などの環境対応も考慮し、早期の技術動向把握と研究開発投資が求められます。

深掘り ② ― 希土類フリーEVモーターの衝撃
#07 | 2026/07/09 | ACKO Drive | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●●

インドのVimag Labsが、ソフトウェア定義の磁石フリーEVモーター「VMSM」に関する特許を取得しました。この技
術は、パワーエレクトロニクスとリアルタイム制御アルゴリズムで磁場を動的に生成し、高価で地政学的リスクを伴う
希土類磁石を不要にします。既に二輪車・乗用車OEMとのパイロット試験が進行中で、EV産業のサプライチェーン脆
弱性解消と生産コスト削減に貢献する可能性を秘めています。

VMSMは、従来の永久磁石同期モーター（PMSM）とは異なり、銅コイルと鋼鉄コア、ソフトウェア制御の電磁石を組
み合わせることで、希土類磁石なしで高性能な動力伝達を実現します。初期評価では既存モーターに匹敵する効率性と
出力密度が確認されており、商用車、ロボティクス、防衛などへの応用拡大も目指しています。

▶ 技術者の視点

希土類フリーモーターは、EV産業にとって長年の課題であったサプライチェーンリスクとコスト高を解
決する画期的な技術です。Vimag LabsのVMSMはパイロット段階であり、具体的な量産性、長期信頼
性、そして既存のPMSMやIMに対する性能優位性（特に高回転域での効率やトルク特性）を詳細に検証
する必要があります。特に、パワーエレクトロニクスと制御アルゴリズムの複雑性が、コストや信頼性
にどう影響するかが鍵となります。 【機会】日本の自動車OEMやモーターメーカーは、希土類依存から
の脱却により、サプライチェーンの安定化とコスト削減の機会を得られます。新たなモーター技術の導
入は、製品差別化にも繋がります。 【脅威】日本の磁石メーカーや既存モーターメーカーは、この技術
が主流になった場合、競争力を失う可能性があります。早期に技術動向を把握し、自社技術の再評価や
代替技術への投資を検討すべきです。
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深掘り ③ ― 通電で接着力400倍のスマート接着材料
#32 | 2026/07/13 | Industry Events (Pandaily) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●○○○ 日本関連度●●●●○

西北工業大学の研究者らが、電流を加えることで接着力が400倍に増強される超薄型スマート接着材料を開発しました
。この材料は、10ポンド（約4.5kg）のダンベルを容易に持ち上げるほどの強力なグリップ力を示し、チップ製造、ソ
フトロボティクス、精密組立といった分野での活用が期待されます。微細部品の取り扱いや仮固定が必要な場面で、高
い精度と制御性を提供し、製造プロセスの効率と信頼性を向上させる可能性を秘めています。

この「電化活性化グリップ」は、デリケートな電子部品の取り扱いや、一時的な固定が頻繁に発生する精密組立工程に
おいて、従来の機械的なクランプや真空グリッパーに比べて格段に高い精度と柔軟性を提供します。紙のように薄い形
状は、設置場所の制約を大幅に軽減し、高密度な環境でも適用可能です。

▶ 技術者の視点

通電で接着力を400倍に制御できるという報告は、接着剤の概念を覆す画期的な技術です。特に半導体
製造や精密機器組立において、クリーンかつ高精度な一時固定・解除が可能になる点は大きなメリット
です。ただし、実用化には、繰り返し使用時の耐久性、接着・剥離の応答速度、電力消費、そして材料
のコストと量産性が課題となります。また、接着対象となる材料の種類や表面状態への汎用性も検証が
必要です。 【機会】日本の接着剤メーカーは、高機能接着剤市場での新たな製品カテゴリを創出する機
会があります。半導体製造装置メーカーやロボットメーカーは、この技術を組み込むことで、製品の自
動化・精密化をさらに進めることができます。 【脅威】この技術が他国で先行した場合、日本の精密組
立産業や接着剤産業が競争力を失う可能性があります。早期に技術提携や共同開発を検討し、この新技
術の取り込みを図るべきです。

その他の注目記事
MDPIの最新研究がPCMを活用したバッテリー熱管理システムの革新を詳述 (MDPI)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

PCMと液体冷却を組み合わせたEVバッテリー熱管理のハイブリッドシステム。モデル予測制御で温度均一性を20%向
上、寿命を25%延長する可能性を示唆。EVバッテリーの安全性と性能向上に貢献。

アイオワ州立大学、AIとHPCで希土類フリー高強度磁石の発見を最大60%加速する「自律的発見エンジン」を始動 (SUPERCOMPUTING NEWS)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIとHPCを統合した「自律的発見エンジン」が希土類フリー磁石の探索を加速。実験労力を40-60%削減し、モーター
、センサー、エネルギー技術に大きな影響を与える可能性。日本の材料研究機関は注目すべき。

世界初の「スーパー合金」RHEADが誕生、鋼の2倍・アルミの3倍の強度で航空宇宙・エネルギー製造を革新 (Science Alert)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●

ハフニウムなど5元素からなる難燃性高エントロピー合金（RHEAD）が、鋼の2倍、アルミの3倍の強度を達成。航空宇
宙やエネルギー分野の製造方法を根本的に変革する可能性を秘めたブレークスルー材料。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】希土類フリーモーター技術に関するサプライヤー動向を調査し、既存サプライチェーンのリスク評価を
開始。

• 【R&D;】AI駆動型材料発見プラットフォームの最新動向を調査し、社内での導入可能性と必要な人材・技術リ
ソースを検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【EV設計】PCMを活用したバッテリー熱管理システムの技術ベンチマークを実施し、共同研究パートナー候補
の探索を開始。

• 【材料開発】高エントロピー合金の最新研究動向を把握し、自社製品（例：耐熱部品、耐摩耗コーティング）へ
の応用可能性を検討。

• 【半導体PKG】通電制御型スマート接着材料のサンプル評価を計画し、製造プロセス（例：チップボンディング
、仮固定）への適用可能性を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】持続可能な材料へのシフトを見据えた中長期的な研究開発戦略と投資計画を策定。特に環境負荷低
減と高性能化を両立する材料に注力。

• 【R&D;】バイオ由来電子材料（例：バクテリアセルロース基板）やセメントフリー建材など、環境配慮型新材
料の基礎研究への投資を検討し、将来の市場ニーズに対応できる技術基盤を構築。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-18
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#01 熱エネルギー貯蔵用相変化材料の最新進歩、環境配慮型・マイクロカプセル化PCMで建築物やEV
の熱管理を革新

#02 建築防水向け超疎水性材料、最新レビューが「ロータス効果」を模倣し耐食性・自己洗浄性を向

上する新技術を詳述

#03 スーパー両親媒性PPSコーティングが開発され、液体撥水・自己洗浄・防氷機能を耐久性高く実
現し産業用途を拡大

#04 SUSUの研究者が自己修復性高エントロピー合金を開発、航空宇宙・自動車部品の寿命を低コス
トで大幅延長

#05 SnSe合金化PbSnS2結晶が熱電効率ZT値1.9を達成、産業廃熱から750Kで高効率発電を可能に

#06 MDPIの最新研究がPCMを活用したバッテリー熱管理システムの革新を詳述、ハイブリッド冷却
でEV性能向上へ

#07 Vimag Labsが磁石フリーEVモーターの特許取得、希土類不要のVMSMでサプライチェーン脆弱
性解消へ

#08 EVバッテリー熱管理の新時代：MDPIが誘電体断熱と潜熱貯蔵を組み合わせたハイブリッド冷却

技術を提唱

#09 ポリウレタンフォームにPCMマイクロカプセルを複合化、熱・音響の二重断熱で建築物の省エネ
と快適性を向上
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#11 オランダDIFFERが「Self-Driving Labs」を設立、AI駆動型材料発見でエネルギー変換・貯蔵を
最大60%加速

#12 Vimag Labsが希土類不要EVモーターで中国独占に挑戦、Gulf News報道でコスト削減とサプラ
イチェーン安定化を強調

#13 レーザー構築3D CoCu MOF電極触媒が酸素発生反応効率を革新、高エントロピー合金基板で耐
久性向上

#14 アイオワ州立大学、AIとHPCで希土類フリー高強度磁石の発見を最大60%加速する「自律的発見
エンジン」を始動

#15 Vimag Labsが希土類フリーEVモーターで中国独占打破を画策、OpIndiaがその技術と戦略を解
説

#16 超疎水性・自己洗浄・光触媒・難燃性を統合した多機能アラミド生地が開発、耐久性とUV耐性も

向上



#17 自己洗浄性コーティングの進歩が耐久性と適用性向上、ナノ構造・低表面エネルギーで多様な産
業応用へ

#18 世界初の「スーパー合金」RHEADが誕生、鋼の2倍・アルミの3倍の強度で航空宇宙・エネルギ

ー製造を革新

#19 DOEがCorePower Magneticsに希土類フリー軸方向磁束EVモーター開発を支援、重要材料革新
でサプライチェーン強化
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小型化に貢献

#25 MDPIが難燃性高エントロピー合金TiZrNbHfTaの超音波アトマイゼーション技術を確立、積層造
形用高品質粉末製造へ道

#26 MITリンカーン研究所がAI駆動型材料発見チームを強化、実験材料科学者/エンジニアを募集しワ
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を大幅削減

#35 ChemRxivで発表：ペロブスカイト半導体向けAI駆動型ロボットデータ管理が材料発見を加速



#36 MDPI論文：PEGを用いた水性ポリウレタン固固相変化材料が液漏れなく温度調節繊維へ貢献

#37 ChemRxivで発表：MOFEvolveが文献データ駆動で実験的MOFの効率的探索と設計を可能に

#38 Würth Elektronik、バクテリアセルロース製の持続可能な回路基板「Cellutronik」プロジェクト
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#39 ACS論文：エポキシ-無水物ビトリマーネットワークのガラス転移と動的挙動のバランスを解明、
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#40 ACS論文：MXeneベース防食コーティング、受動バリアからスマート保護へ進化

#41 MDPI論文：織りヘンプ強化ポリフルフリルアルコール複合材料が高性能天然繊維複合材料の応

用を促進

#42 ACS Nano論文：DNAベース合成凝縮体を用いたリポソームの組織化と誘発放出メカニズムを解
明、デリバリーシステムを革新

#43 MDPI論文：ゼロエミッション磁気レオロジーブレーキの熱管理をCFDで評価、PCMが課題解決
に貢献

#44 ACS論文：カテコール官能化アミノ酸交互共重合体が優れた接着性・生体適合性を持つ生体適応

型神経電極コーティングを開発



#01 熱エネルギー貯蔵用相変化材料の最新進歩、環境配慮
型・マイクロカプセル化PCMで建築物やEVの熱管理を革
新

概要

最新のレビュー論文が、熱エネルギー貯蔵用の相変化材料（PCM）における進歩を包

括的に提示しました。この研究は、環境に優しい、マイクロカプセル化された、バイ
オベース、および金属有機構造体（MOF）ベースのPCMに焦点を当てています。極低
温処理や光スイッチングドーパントなどの新技術が、潜熱貯蔵、熱安定性、および長

期貯蔵能力の改善に寄与します。これらの革新は、ビルディングの熱管理、太陽エネ
ルギーシステム、極低温貯蔵、さらには電気自動車のバッテリー熱管理における効率
を大幅に向上させる可能性を秘めています。

公開日 2026年07月11日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

熱エネルギー貯蔵（TES）システムにおける相変化材料（PCM）の進化に関する包括的
なレビューが公開され、その多岐にわたる応用可能性が強調されています。特に、環境
に優しい、マイクロカプセル化された、バイオベース、および金属有機構造体（MOF）
ベースのPCMが注目されており、熱貯蔵能力と安定性の向上に大きく貢献しています。
この進歩は、持続可能なエネルギー管理ソリューションの開発に不可欠なものとなるで
しょう。

技術・臨床詳細

本レビューでは、PCMの熱的特性、安定性、および耐久性を向上させるための様々な戦
略が詳細に議論されています。極低温処理や光スイッチングドーパントの使用は、PCM

の潜熱貯蔵能力や熱伝導率を最適化する画期的なアプローチとして紹介されています。
また、マイクロカプセル化技術により、PCMは物理的・化学的保護を受け、漏れや劣化
を防ぎながら、表面積を増加させて熱伝達効率を高めることができます。MOFベースの
PCMは、その多孔質構造と調整可能な特性により、高い貯蔵密度と選択的な熱応答性を
提供し、次世代のスマート熱管理システムへの道を開きます。

背景・業界文脈

エネルギー効率の向上と再生可能エネルギーの統合は、世界的な課題となっています。
PCMは、その高いエネルギー貯蔵密度とほぼ等温の充放電プロセスにより、これらの課
題に対する有望なソリューションとして認識されてきました。特に、ビルディングの暖
冷房におけるエネルギー消費削減、太陽熱エネルギーの効率的な利用、電子機器の熱管
理、そして電気自動車（EV）バッテリーの温度制御など、幅広い分野での応用が期待さ
れています。この技術革新は、既存のエネルギーシステムに新たな価値をもたらし、よ
り持続可能で効率的な社会の実現に貢献します。



今後の展望

今後の研究は、PCMのコスト削減、スケーラビリティの向上、および実用化に向けた長
期的な信頼性確保に焦点を当てる必要があります。特に、高性能なハイブリッドPCMや
複合材料の開発は、さらに幅広い応用を可能にし、熱エネルギー貯蔵市場の成長を加速
させるでしょう。規制基準や安全性評価の確立も、新世代PCMの普及には不可欠であ
り、業界全体の協調的な取り組みが求められます。将来的には、これらの材料がスマー
トシティやエネルギーグリッドの主要な構成要素となることが期待されています。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/356813101_Recent_advances_in_phase_change_materials_for_therm

a_review

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/356813101_Recent_advances_in_phase_change_materials_for_thermal_energy_storage-a_review
https://www.researchgate.net/publication/356813101_Recent_advances_in_phase_change_materials_for_thermal_energy_storage-a_review


#02 建築防水向け超疎水性材料、最新レビューが「ロータ
ス効果」を模倣し耐食性・自己洗浄性を向上する新技術を
詳述

概要

建築防水分野における超疎水性材料の最新レビューが公開され、その理論、形成メカ

ニズム、および改質戦略が詳細に説明されています。このレビューは、コンクリー
ト、鋼鉄、および建築外装材への超疎水性コーティングの応用を網羅し、その優れた
撥水性、自己洗浄性、および耐食性を強調しています。自己洗浄特性は、高接触角と

低滑落角によって特徴付けられる「ロータス効果」からインスピレーションを得てお
り、建築物の耐久性とメンテナンス性の向上に大きく貢献する可能性を秘めていま
す。しかし、長期安定性と既存技術への適用には依然として課題が残ります。

公開日 2026年07月16日  MDPI  国際



詳細

主要成果

建築防水用途における超疎水性材料の進歩に関する包括的なレビューが発表されまし
た。本レビューは、濡れ理論、超疎水性表面の形成メカニズム、および材料改質戦略を
詳細に分析し、建築分野での応用可能性を広く提示しています。特に、コンクリート、
鋼鉄、および建築外装材に適用された超疎水性コーティングが、優れた撥水性、自己洗
浄性、および耐食性を発揮することが強調されており、建物の寿命延長とメンテナンス
コスト削減に寄与する画期的なソリューションとして期待されます。

技術・臨床詳細

超疎水性材料の核心は、その表面が水に対して極めて高い接触角（一般に150度以上）
と低い滑落角（10度未満）を示すことにあります。この特性は、微細な表面構造と低い
表面エネルギーを持つ材料の組み合わせによって実現され、自然界のハスの葉に見られ
る「ロータス効果」に倣ったものです。レビューでは、フッ素系ポリマー、シリカナノ
粒子、チタン酸バリウム、およびカーボンナノチューブなどの様々な材料が、超疎水性
表面の構築に利用されることが示されています。これらの材料は、ゾル-ゲル法、電解
重合、化学蒸着、およびスプレーコーティングなどの多様な技術を用いて、建築基材上
に適用されます。これにより、水滴が表面に接触しても容易に転がり落ち、塵や汚れを
効果的に除去する自己洗浄機能や、水分の浸透による劣化を防ぐ強力な防水機能が実現
されます。

背景・業界文脈

建築物は常に水、湿気、汚染物質、および腐食性物質による劣化の脅威にさらされてお
り、これらの要因は建物の寿命を短縮し、修繕費用を増大させます。従来の防水材料や
コーティングは一定の効果を持つものの、長期的な耐久性や自己洗浄機能の点で限界が
ありました。超疎水性材料は、これらの課題に対する革新的な解決策を提供し、特に過
酷な環境下での建物の保護に有望視されています。これは、建設業界における持続可能
性と効率性の向上という広範なトレンドと一致するものです。



今後の展望

超疎水性材料の商業化には、依然としていくつかの技術的ボトルネックと工業化の課題
が存在します。特に、大規模生産におけるコスト効率の改善、長期的な機械的耐久性の
確保、紫外線や化学物質に対する安定性の向上、および多様な建築材料への適用可能性
の拡大が喫緊の課題です。今後の研究開発は、これらの課題を克服し、より環境に優し
く、コスト効率の高い製造プロセスを確立することに焦点を当てる必要があります。国
際的な協力と標準化の推進も、この革新的な材料技術の広範な普及を加速させる鍵とな
るでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2571-9637/9/3/60

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2571-9637/9/3/60


#03 スーパー両親媒性PPSコーティングが開発され、液体
撥水・自己洗浄・防氷機能を耐久性高く実現し産業用途を
拡大

概要

研究者たちは、超両親媒性、優れた機械的耐久性、および着氷遅延特性を兼ね備えた

多機能ポリフェニレンサルファイド（PPS）ベースの複合コーティングを開発しまし
た。この新しいコーティングは、水だけでなく油のような様々な液体を効果的に弾
き、表面からの汚れ除去を容易にする自己洗浄機能も持ちます。さらに、水滴の凍結

時間を大幅に延長する防氷効果も実証されており、航空宇宙、海洋、エネルギー分野
などでの防食、自己洗浄、防氷用途への幅広い応用が期待されます。

公開日 2026年07月15日  European Coatings  ドイツ



詳細

主要成果

画期的な多機能ポリフェニレンサルファイド（PPS）ベースの複合コーティングが開発
されました。この新材料は、超両親媒性、すなわち水と油の両方の液体を強力に弾く能
力を持ち、同時に優れた機械的耐久性と着氷遅延特性を兼ね備えています。これによ
り、従来のコーティングが抱えていた性能と耐久性のトレードオフを克服し、防食、自
己洗浄、防氷といった多様な産業用途に新たな可能性を開くものとして注目されていま
す。

技術・臨床詳細

開発されたPPS複合コーティングは、特定のポリマーとナノ粒子を組み合わせて表面の
微細構造と化学的組成を最適化することで、超両親媒性を実現しています。水滴に対す
る接触角は150°を超え、油滴に対しても高い接触角を示し、液体が表面にほとんど付着
しません。さらに、このコーティングは優れた機械的耐摩耗性を持ち、実際の使用環境
における耐久性が大幅に向上しています。着氷遅延能力は、水滴の凍結開始時間を通常
の表面と比較して約30%〜50%延長させることが実験で確認されており、低温環境下で
の運用信頼性を高めます。この特性は、航空機の翼や風力タービンのブレードなど、着
氷による性能低下が課題となる分野で特に重要です。

背景・業界文脈

現代産業において、材料表面の機能化は製品性能と寿命を向上させる上で極めて重要で
す。特に、極限環境下での機器の運用においては、防食、汚れ防止（自己洗浄）、そし
て着氷防止といった機能が強く求められています。従来の防食コーティングは、自己洗
浄性や防氷性を同時に提供することが難しく、これらの機能を実現するためには複数の
層を適用する必要がありました。PPS複合コーティングの登場は、単一の材料でこれら
の要求を満たすことを可能にし、製造プロセスの簡素化とコスト削減に貢献するもので
す。



今後の展望

このスーパー両親媒性PPSコーティングは、その多機能性から、航空宇宙産業における
航空機の安全性向上、海洋産業における船舶やオフショア構造物のメンテナンス軽減、
エネルギー分野における送電線や風力発電設備の効率向上など、幅広い分野での応用が
期待されています。今後は、大規模製造プロセスの開発、多様な基材への適用性評価、
および長期的なフィールドテストを通じて、その実用性と市場導入が加速されるでしょ
う。この技術は、高付加価値な材料ソリューションとして、様々な産業に革新をもたら
す可能性を秘めています。

元記事: https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/superamphiphobic-pps-

coating-delays-icing-and-repels-liquids/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/superamphiphobic-pps-coating-delays-icing-and-repels-liquids/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/superamphiphobic-pps-coating-delays-icing-and-repels-liquids/


#04 SUSUの研究者が自己修復性高エントロピー合金を開
発、航空宇宙・自動車部品の寿命を低コストで大幅延長

概要

南ウラル州立大学（SUSU）の研究者チームが、微細な亀裂を自己修復する新しいクラ
スの高エントロピー合金（HEA）を開発しました。この画期的な材料は、難燃性マト
リックスに低融点介在物を戦略的に組み込むことで、加熱時に介在物が溶けて亀裂を

効果的に充填・修復します。この技術により、材料のサービス寿命が大幅に延長さ
れ、航空宇宙、防衛、自動車産業における部品の信頼性と持続可能性が向上します。
既存の高性能材料に匹敵する機械的性能をより低コストで提供することを目指してい

ます。

公開日 2026年07月15日  SUSU (South Ural State University)  ロシア



詳細

主要成果

南ウラル州立大学（SUSU）の研究チームは、熱を加えることで微細な亀裂を自己修復
できる新しいクラスの高エントロピー合金（HEA）の合成に成功しました。この革新的
な材料は、航空宇宙、防衛、自動車産業など、高い信頼性が要求される分野での部品寿
命を大幅に延長し、メンテナンスコストを削減する可能性を秘めています。特に、既存
の高性能材料と比較して、同等以上の機械的性能をより低コストで実現できる点が大き
な利点です。

技術・臨床詳細

開発された自己修復性HEAは、特殊な難燃性高エントロピー合金マトリックス内に、厳
密に制御された低融点介在物を均一に分散させることで構築されます。材料に微細な亀
裂が発生し、その後加熱されると、介在物が融解して亀裂内部に流れ込み、冷却される
ことで亀裂を埋め固めます。このプロセスにより、材料の完全性が回復し、疲労亀裂の
成長が抑制され、結果として部品全体の寿命が延びます。研究者たちは、この合金が最
大700℃の高温環境下でも優れた自己修復能力を維持することを確認しており、これは
高温での動作が一般的な航空機エンジンやガスタービン部品にとって極めて重要な特性
です。機械的試験では、自己修復後の引張強度と疲労寿命が、未修復のサンプルと比較
して最大40%向上することが示されています。

背景・業界文脈

金属材料の疲労破壊や亀裂の発生は、多くの産業において機器の故障や安全性に関する
懸念の主要な原因となっています。特に、航空宇宙、防衛、発電といった分野では、部
品交換のコストが高く、ダウンタイムが経済的に大きな影響を与えるため、材料の寿命
延長は常に重要な課題でした。自己修復性材料は、このような課題に対する画期的なア
プローチを提供し、予防的メンテナンスの必要性を減らし、稼働率を向上させることが
期待されています。これまで、自己修復機能を持つ金属材料の開発は困難でしたが、
HEAの複雑な組成と構造制御の可能性が、この分野に新たな突破口を開きました。



今後の展望

SUSUの研究チームは、この自己修復性HEA技術のさらなる最適化と大規模生産に向け
たプロセス開発を進めています。次なるステップとして、実際の産業環境下での長期的
な性能評価と、より複雑な部品形状への適用可能性の検証が挙げられます。また、異な
る低融点介在物やマトリックス材料の組み合わせを探索することで、様々な特定の用途
要件に合わせた自己修復性合金のポートフォリオを拡大することも視野に入れていま
す。この技術が商業化されれば、航空機、宇宙船、軍用車両、高効率エンジンなどの耐
久性と安全性を飛躍的に向上させ、関連産業に数十億ドル規模の経済的利益をもたらす
可能性を秘めています。

元記事: https://www.susu.ru/en/news/2026/07/15/metal-heals-cracks-researchers-develop-new-class-

alloys

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.susu.ru/en/news/2026/07/15/metal-heals-cracks-researchers-develop-new-class-alloys
https://www.susu.ru/en/news/2026/07/15/metal-heals-cracks-researchers-develop-new-class-alloys


#05 SnSe合金化PbSnS2結晶が熱電効率ZT値1.9を達成、
産業廃熱から750Kで高効率発電を可能に

概要

革新的な研究により、n型Clドープ(PbSnS2)1–x(SnSe)x結晶が750 Kで熱電性能指数（ZT

値）約1.9という高い熱電効率を達成しました。このブレークスルーは、電気的および
熱的輸送特性の相乗的最適化によって実現され、PbSnS2ベースの熱電材料の新しいベ

ンチマークを確立します。この高効率材料は、産業廃熱を電気エネルギーに変換する
用途において、非常に大きな可能性を秘めています。自動車、発電所、工場などから
排出される膨大な廃熱を有効活用することで、エネルギー効率の向上と温室効果ガス

排出量の削減に貢献できると期待されます。

公開日 2026年07月09日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

新規なn型Clドープ(PbSnS2)1–x(SnSe)x結晶において、750 Kという高温域で熱電性能指
数（ZT値）が約1.9という驚異的な数値が達成されました。これは、PbSnS2をベースと
する熱電材料の中でこれまでで最も高い効率を示し、産業廃熱を直接電気エネルギーに
変換する技術の商業的実現可能性を大きく高めるものです。このブレークスルーは、電
気的輸送特性と熱的輸送特性の同時かつ相乗的な最適化によって可能となりました。

技術・臨床詳細

研究チームは、SnSeの合金化がPbSnS2結晶の層状構造内で特異な効果をもたらすこと
を発見しました。SnSeの導入により、結晶格子内の局所的な歪みと欠陥が誘発され、こ
れがフォノン散乱を強化して熱伝導率を効果的に低減します。同時に、電子のバンド構
造が最適化され、キャリア濃度と移動度が高まることで電気伝導率が向上します。特
に、SnSe含有量xが特定の範囲にある最適化された組成では、電子の有効質量が低下
し、ゼーベック係数（熱起電力）が最大化されることが確認されました。これにより、
ZT = S²σT/κ の式におけるS²σ（パワーファクター）が向上し、かつκ（熱伝導率）が抑
制されることで、750 KにおいてZT値1.9という卓越した性能が実現されました。これ
は、従来報告されてきた同種材料と比較して、約20〜30%の性能向上に相当します。

背景・業界文脈

世界のエネルギー消費量の約60%は廃熱として環境中に放出されており、これは地球温
暖化と資源枯渇の大きな原因となっています。熱電材料は、この廃熱を直接電気に変換
できるクリーンエネルギー技術として長年注目されてきましたが、その商業的普及は効
率とコストの課題に直面してきました。高性能熱電材料の開発は、自動車の排気熱回
収、産業プロセスの廃熱利用、宇宙探査機の電力供給など、多岐にわたる分野でのエネ
ルギー回収ソリューションを可能にします。今回の研究成果は、これらの応用分野にお
ける熱電発電の経済性と実用性を大幅に向上させる可能性を秘めています。



今後の展望

今回のZT値1.9の達成は、PbSnS2系熱電材料の新たな地平を開くものです。今後の研究
は、この材料の製造プロセスのスケーラビリティ、長期安定性、および機械的強度を評
価することに焦点を当てるでしょう。特に、低コストでの大量生産技術の開発は、商業
化に向けた重要なステップとなります。また、異なるドーパントや複合構造を探索する
ことで、さらなる性能向上の余地があると考えられます。この革新的な材料は、エネル
ギー効率を向上させ、持続可能な社会の実現に向けた強力なツールとして、将来の産業
界に大きな影響を与えることが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/jacs.6c10915

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/jacs.6c10915


#06 MDPIの最新研究がPCMを活用したバッテリー熱管理
システムの革新を詳述、ハイブリッド冷却でEV性能向上
へ

概要

電気自動車（EV）バッテリーの熱管理システム（BTMS）に関する最新研究が、相変化

材料（PCM）の活用に焦点を当てています。PCMは潜熱吸収により一時的な熱負荷を
効果的に緩衝しますが、その低い熱伝導率と限られた放熱能力が課題とされてきまし
た。本研究は、PCMを液体冷却システムと統合するハイブリッドアプローチや、タブ

レーズ・表面冷却を組み合わせるモデル予測制御による最適な冷却剤配分戦略を詳述
しています。これにより、EVバッテリーの性能、安全性、および寿命の向上に貢献
し、次世代EV技術の発展を加速させることが期待されます。

公開日 2026年07月12日  MDPI  国際



詳細

主要成果

電気自動車（EV）のバッテリー熱管理システム（BTMS）において、相変化材料
（PCM）の革新的な活用が注目されています。PCMは、その潜熱吸収能力によりバッテ
リーの過渡的な熱負荷を効果的に緩和する受動的な冷却方法として有望ですが、低い熱
伝導率と限られた放熱能力が課題でした。今回の研究では、モデル予測制御を用いた冷
却剤の最適配分戦略や、液体冷却とPCMを組み合わせるハイブリッドシステムが詳述さ
れており、バッテリーセルのタブレーズ・表面冷却の統合により、EVバッテリーの性
能、安全性、寿命を大幅に向上させる可能性が示されました。

技術・臨床詳細

従来のPCMは、高いエネルギー貯蔵密度を持つ一方で、固体状態での熱伝導率が低いと
いう課題があり、これが効果的な熱放散を妨げていました。本研究では、この課題を克
服するため、PCMと能動的な液体冷却システムを組み合わせるハイブリッド冷却戦略が
提案されています。特に、モデル予測制御（MPC）アルゴリズムを導入することで、バ
ッテリーの運転状態に応じて冷却剤の流れやPCMの利用をリアルタイムで最適化する新
しいアプローチが示されました。このMPCは、バッテリーセルの温度分布、充電状態、
外部環境条件などのデータを予測し、タブ接続部と表面からの冷却を統合的に管理しま
す。これにより、バッテリーの最大温度上昇を約15%抑制し、温度均一性を20%向上さ
せることがシミュレーションで確認されています。この精密な熱制御は、バッテリーの
劣化速度を低減し、サイクル寿命を最大25%延長する効果が期待されます。

背景・業界文脈

EVの普及に伴い、バッテリーの熱管理は車両性能、安全性、および耐久性にとって決定
的に重要な要素となっています。バッテリーが高温になると、性能劣化、急速な容量低
下、さらには熱暴走のリスクが高まります。現在のBTMSは主に液体冷却や空冷に依存
していますが、これらのシステムは複雑でエネルギー消費も大きいという問題がありま
す。PCMは、その高い潜熱を利用してバッテリーの温度を一定範囲に保つ能力があるた
め、これらの課題に対する補完的または代替的なソリューションとして期待されていま
す。本研究は、PCMの潜在能力を最大限に引き出し、より効率的で信頼性の高いBTMS
を開発するための重要な一歩となります。



今後の展望

この革新的な熱管理技術は、EVのバッテリーパック設計に大きな影響を与える可能性が
あります。将来的には、より小型で軽量、かつ高効率なバッテリーシステムが実現さ
れ、EVの航続距離の延長や充電時間の短縮に貢献するでしょう。研究チームは、この
MPCベースのPCMハイブリッド冷却システムのプロトタイプ開発と実証試験を進める計
画です。また、異なる種類のPCMや冷却媒体との組み合わせを探索し、さらなる性能向
上を目指します。この技術が商業化されれば、EV市場の成長を加速させるだけでなく、
バッテリーの信頼性と安全性を高めることで、消費者のEVへの信頼を一層深めることに
も繋がります。

元記事: https://arxiv.org/html/2607.10872v1

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2607.10872v1


#07 Vimag Labsが磁石フリーEVモーターの特許取得、希
土類不要のVMSMでサプライチェーン脆弱性解消へ

概要

インドのディープテックスタートアップVimag Labsが、ソフトウェア定義の磁石フリ
ー電気モータープラットフォームに関する5番目のインド特許を取得しました。同社の
Virtual Magnet Synchronous Motor（VMSM）は、パワーエレクトロニクスとリアルタ

イム制御アルゴリズムを活用して磁場を動的に生成し、高価で地政学的リスクを伴う
希土類磁石の必要性を排除します。この技術は、EV産業のサプライチェーンの脆弱性
に対処し、生産コストを削減する可能性を秘めています。既に二輪車および乗用車

OEMとのパイロット試験が進行中で、商用車、ロボティクス、防衛などへの応用拡大
を目指しています。

公開日 2026年07月09日  ACKO Drive  インド



詳細

主要成果

インドの革新的なディープテックスタートアップVimag Labsは、ソフトウェア定義の磁
石フリー電気モータープラットフォームに関して5番目のインド特許を取得し、電気自
動車（EV）産業における希土類磁石への依存を解消する道を開きました。同社のVirtual

Magnet Synchronous Motor（VMSM）技術は、パワーエレクトロニクスと高度な制御
アルゴリズムを駆使して磁場を動的に生成するため、希少で地政学的リスクが高い希土
類元素を一切必要としません。このブレークスルーは、EV製造コストの削減とサプライ
チェーンの堅牢性向上に大きく貢献する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

Vimag LabsのVMSMは、従来の永久磁石同期モーター（PMSM）や誘導モーター（IM）
とは根本的に異なる動作原理を採用しています。PMSMが常に強力な永久磁石に依存す
るのに対し、VMSMは銅コイルと鋼鉄コア、そしてソフトウェア制御された電磁石を組
み合わせることで、必要なときにのみ磁場を生成します。この「バーチャルマグネッ
ト」技術は、モーターのトルク、速度、効率をリアルタイムで精密に制御することを可
能にします。これにより、希土類磁石の使用を回避しつつ、高性能な動力伝達を実現し
ます。同社は既に、二輪車および乗用車OEMとの間でVMSMのパイロット試験を実施し
ており、初期段階の評価では既存のモーター技術に匹敵する効率性と出力密度が確認さ
れています。

背景・業界文脈

世界のEV市場は急速に拡大していますが、その成長は希土類元素の供給制約と地政学的
リスクによって課題に直面しています。希土類元素は、ネオジム磁石などに不可欠であ
り、その大部分は中国で生産されています。このため、EVメーカーはサプライチェーン
の不安定性と価格変動のリスクに常に晒されています。Vimag Labsの磁石フリー技術
は、この戦略的脆弱性に対処し、EV産業全体にわたる希土類依存からの脱却を加速させ
る画期的なソリューションとして位置づけられます。これにより、生産コストの削減だ
けでなく、持続可能な製造エコシステムの構築にも貢献します。



今後の展望

Vimag Labsは、VMSM技術の商用化に向けた次なるステップとして、インド国内および
国際的なOEMとのパートナーシップを拡大することを目指しています。既に二輪車およ
び乗用車でのパイロットプロジェクトに加えて、商用車、ロボティクス、冷却インフ
ラ、さらには防衛分野への応用も視野に入れています。この技術が広く採用されれば、
EV市場における競争環境が変化し、より安価で安定した高性能モーターの供給が可能に
なります。将来的には、世界の先進製造業におけるクリティカルマテリアル依存からの
脱却を加速し、技術的自立性を高める重要なドライバーとなることが期待されます。

元記事: https://ackodrive.com/news/vimag-labs-clears-path-for-magnet-free-ev-motors-with-new-

patent/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ackodrive.com/news/vimag-labs-clears-path-for-magnet-free-ev-motors-with-new-patent/
https://ackodrive.com/news/vimag-labs-clears-path-for-magnet-free-ev-motors-with-new-patent/


#08 EVバッテリー熱管理の新時代：MDPIが誘電体断熱と
潜熱貯蔵を組み合わせたハイブリッド冷却技術を提唱

概要

MDPIに掲載された展望記事は、電気自動車（EV）バッテリーの次世代熱管理システム
として、マイクロカプセル化相変化材料（PCM）を用いた誘電体断熱と潜熱貯蔵を組
み合わせるハイブリッド冷却コンセプトを提案しています。このシステムは、循環す

る絶縁媒体内にPCMを統合することで、局所的な熱貯蔵と効果的な熱放散を同時に実
現します。記事は、分散安定性、カプセル耐久性、誘電信頼性、レオロジー的限界な
ど、この革新的なアプローチにおける主要な技術的課題を分析し、EVバッテリーの安

全性、性能、寿命を大幅に向上させる可能性を示唆しています。

公開日 2026年07月13日  MDPI  国際



詳細

主要成果

電気自動車（EV）バッテリーの熱管理における画期的なアプローチとして、マイクロカ
プセル化された相変化材料（PCM）を誘電体絶縁媒体と組み合わせるハイブリッド冷却
コンセプトがMDPIの展望記事で提唱されました。このシステムは、局所的な潜熱貯蔵
能力と優れた誘電特性を両立させ、EVバッテリーの過酷な動作条件下での安全性、性
能、寿命を大幅に向上させる可能性を秘めています。これは、従来の冷却システムが抱
える課題を克服し、次世代EV開発を加速させる重要なブレークスルーとなり得ます。

技術・臨床詳細

提案されたハイブリッド冷却システムでは、液体の誘電体冷却材中にマイクロカプセル
化されたPCMを分散させます。PCMマイクロカプセルは、バッテリーの過熱部分で熱を
吸収し、その潜熱を利用して温度上昇を抑制します。同時に、誘電体冷却材は電気的に
非導電性であるため、バッテリーの電気的安全性と絶縁性を確保します。記事では、シ
ステムレベルのエンジニアリングフレームワークを提示し、分散安定性（PCMカプセル
が冷却材中で均一に分散し続けるか）、複合応力下でのカプセル耐久性（機械的・熱的
ストレスに対する耐性）、異種媒体における誘電信頼性（異なる材料間の相互作用）、
およびレオロジー的限界（流動特性とポンプ効率）などの主要な技術的課題を詳細に分
析しています。これらの課題を克服することで、約20%の温度均一性向上と15%のピー
ク温度低減が期待され、バッテリーの熱劣化速度を抑制し、約10%のサイクル寿命延長
に貢献する可能性があります。

背景・業界文脈

EVの普及が加速するにつれて、バッテリーパックの熱管理は車両の性能、安全性、およ
び信頼性にとってますます重要になっています。バッテリーは充放電サイクル中に大量
の熱を発生し、過度な温度上昇は性能劣化、寿命短縮、さらには熱暴走のリスクにつな
がります。現在のEV用バッテリー冷却システムは、主に液体冷却や空冷に依存していま
すが、これらは複雑性、重量、エネルギー消費、および冷却均一性の点で限界がありま
す。PCMは、その高いエネルギー貯蔵密度と等温的な温度制御能力により、これらの課
題に対する有望なソリューションとして注目されており、誘電体との組み合わせは、熱
と電気的絶縁の両方を効率的に管理する新しい道を開きます。



今後の展望

このPCM-誘電体ハイブリッド冷却技術は、EV産業に大きな変革をもたらす可能性を秘
めています。今後の研究は、システム全体の熱効率の最適化、マイクロカプセル化PCM

のコスト効率の良い大規模生産プロセスの開発、および実際のEVプラットフォームでの
実証試験に焦点を当てるでしょう。また、様々な種類のPCMと誘電体冷却材の組み合わ
せを探索することで、特定のバッテリー化学や車両設計要件に合わせたカスタマイズさ
れたソリューションが提供される可能性があります。この技術が商業化されれば、EVバ
ッテリーの性能と安全性の基準を再定義し、より高性能で信頼性の高いEVの市場投入を
加速させることが期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2571-8797/8/4/100

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2571-8797/8/4/100


#09 ポリウレタンフォームにPCMマイクロカプセルを複
合化、熱・音響の二重断熱で建築物の省エネと快適性を向
上

概要

最新の研究により、n-テトラデカンを内包する相変化材料（PCM）マイクロカプセル

をポリウレタンフォームに統合することで、熱と音響の両方の断熱性能を持つデュア
ルパーパス材料が開発されました。この革新的なフォームは、寒い地域の建物の外装
材に組み込むことで、日中の温度変動を効果的に緩和し、暖房エネルギー消費を大幅

に削減します。マイクロカプセルは、高い熱貯蔵能力（40-60 J/m²）を持ちながら
も、ポリウレタンフォーム本来の優れた音響絶縁特性を維持します。これにより、建
物の省エネ化と居住者の快適性の向上に同時に貢献する、画期的なソリューションと

なります。

公開日 2026年07月14日  ACS Applied Polymer Materials (ACS Publications)  アメリカ



詳細

主要成果

最新の研究において、相変化材料（PCM）マイクロカプセルをポリウレタンフォームに
統合することで、熱と音響の二重断熱機能を持つ革新的な材料が開発されました。この
「デュアルパーパス」フォームは、建物の外装材に適用することで、日中の温度変動を
効率的に緩和し、暖房エネルギー消費を大幅に削減します。特に、PCMマイクロカプセ
ルは40-60 J/m²という高い熱貯蔵能力を示しながら、ポリウレタンフォームの優れた音
響絶縁特性を損なわないことが確認されています。これは、建物の省エネ化と居住環境
の快適性向上に同時に貢献する画期的な技術です。

技術・臨床詳細

本研究では、n-テトラデカンを核とするPCMマイクロカプセルが合成され、その後にポ
リウレタンフォームの製造プロセス中に均一に分散されました。n-テトラデカンは、約
6℃で相変化するため、寒い地域の建物の日中の温度管理に最適です。PCMマイクロカ
プセルは、周囲温度が融点に達すると熱を吸収して液化し、温度が降下すると潜熱を放
出するメカニズムによって、空間内の温度を安定させる「熱バッファリング」効果を発
揮します。実験結果では、PCMを組み込んだフォームは、PCMなしのフォームと比較し
て、熱流束のピークを最大30%削減し、内部温度変動を5℃抑制することが示されまし
た。同時に、音響透過損失試験では、PCM複合フォームが従来のポリウレタンフォーム
と同等以上の音響絶縁性能を維持し、幅広い周波数帯で優れた遮音効果を発揮すること
が実証されています。これにより、単一の材料でエネルギー効率と騒音低減という二つ
の重要な課題を解決する可能性が示されました。

背景・業界文脈

現代建築において、エネルギー効率と居住者の快適性は設計の最重要課題です。特に、
寒冷地では暖房エネルギーの消費が大きく、また都市部では外部騒音の遮断が求められ
ます。従来の断熱材は熱抵抗を高めることに主眼が置かれ、温度変動の緩和や音響性能
との両立は必ずしも容易ではありませんでした。相変化材料は、その熱貯蔵能力により
建物の「熱質量」を高めることで、冷暖房負荷を平準化し、エネルギー消費を削減する
有望な技術として注目されています。このPCMとポリウレタンフォームの統合は、建築
材料の多機能化というトレンドに合致し、より高性能で持続可能な建築ソリューション
を提供するものです。



今後の展望

このデュアルパーパス断熱フォームは、住宅、商業ビル、および産業施設など、幅広い
建築物への応用が期待されます。今後の研究は、PCMマイクロカプセルの長期的な熱
的・機械的安定性の向上、コスト効率の良い製造プロセスの開発、および火災安全性評
価に焦点を当てるでしょう。また、異なる相変化温度を持つPCMの組み合わせや、ナノ
複合材料技術の導入により、さらに多様な気候条件や特定のニーズに対応できる製品の
開発が進む可能性があります。この革新的な材料技術が普及することで、建築業界はよ
り持続可能で快適な居住空間を提供し、地球規模でのエネルギー消費削減に貢献する大
きな一歩を踏み出すこととなるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsapm.6c01415

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsapm.6c01415


#10 相変化材料を用いた熱エネルギー貯蔵の包括的レビュ
ー、ヒートポンプ・太陽光発電・EVバッテリーへの応用
拡大を詳述

概要

最新のレビュー論文が、相変化材料（PCM）を組み込んだ熱エネルギー貯蔵システム

とその幅広い応用について詳細に解説しました。本論文は、PCMが高エネルギー貯蔵
密度と等温的な貯蔵プロセスという顕著な利点を持つことを強調しています。ヒート
ポンプ、太陽光発電工学、宇宙船の熱制御、および建物の冷暖房システムにおける

PCMの利用が網羅されています。さらに、電気自動車（EV）用バッテリー熱管理シス
テムにおけるPCMの重要な役割にも触れており、多様な分野でのエネルギー効率向上
への貢献が期待されます。

公開日 2026年07月11日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

相変化材料（PCM）を用いた熱エネルギー貯蔵（TES）システムに関する包括的なレビ
ュー論文が発表され、その優れたエネルギー貯蔵密度と等温貯蔵プロセスという特性が
再確認されました。このレビューは、PCMがヒートポンプ、太陽光発電システム、宇宙
船の熱制御、そして建物の冷暖房など、多岐にわたる分野でエネルギー効率を向上させ
る上で極めて重要な役割を果たすことを詳細に論じています。特に、電気自動車（EV）
のバッテリー熱管理におけるPCMの潜在的な影響についても触れており、持続可能なエ
ネルギーソリューションへの貢献が期待されます。

技術・臨床詳細

PCMは、融解または凝固する際に大量の潜熱を吸収・放出することで、比較的狭い温度
範囲で大きな熱エネルギーを貯蔵する材料です。これにより、温度変動を抑制し、エネ
ルギーシステム全体の安定性と効率性を向上させることができます。レビューでは、
様々な種類のPCM（パラフィン、脂肪酸、塩水和物など）とその特性、そしてマイクロ
カプセル化や複合化による性能向上のアプローチが紹介されています。具体的には、太
陽熱利用システムでは、日中の太陽エネルギーをPCMに貯蔵し、夜間や曇天時にその熱
を利用することで、安定した熱供給を可能にします。また、ヒートポンプシステムで
は、PCMが熱源またはヒートシンクとして機能することで、システムのCOP（成績係
数）を向上させ、省エネ化を実現します。EVバッテリー熱管理においては、バッテリー
の過熱を防ぎ、最適な動作温度範囲を維持することで、バッテリーの寿命延長と性能向
上に寄与します。

背景・業界文脈

世界のエネルギー需要は増大し続ける一方で、地球温暖化や化石燃料枯渇の問題が深刻
化しています。このような状況下で、熱エネルギー貯蔵技術は、エネルギー供給と需要
のミスマッチを解消し、再生可能エネルギーの導入を促進するための重要な手段として
注目されています。PCMは、その高いエネルギー貯蔵能力と温度安定性から、従来の顕
熱貯蔵材料（水や石など）に比べてはるかにコンパクトで効率的なソリューションを提
供します。建築物、産業プロセス、モビリティ、宇宙探査など、幅広い分野でエネルギ
ー消費の最適化が求められる中で、PCMは新たなエネルギー効率化のフロンティアを切
り開いています。



今後の展望

PCM技術のさらなる普及には、材料のコスト削減、熱伝導率の向上、長期的な化学的・
熱的安定性の確保、および安全性（特に防火性）の改善が不可欠です。今後は、バイオ
ベースPCMやハイブリッドPCMの開発、ナノ材料との複合化による熱輸送特性の強化、
および製造プロセスのスケーラビリティ向上が重要な研究課題となるでしょう。また、
スマートグリッドやIoT技術との統合により、PCMベースのTESシステムがより動的にエ
ネルギーを管理し、システムの全体的な性能を最適化する可能性も秘めています。これ
らの進歩は、PCMが持続可能な社会を構築するための主要な技術の一つとしての地位を
確立する上で不可欠です。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/222427268_Review_on_Thermal_Energy_Storage_with_Phase_Change

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/222427268_Review_on_Thermal_Energy_Storage_with_Phase_Change_Materials_and_Applications


#11 オランダDIFFERが「Self-Driving Labs」を設立、AI
駆動型材料発見でエネルギー変換・貯蔵を最大60%加速

概要

オランダ基礎エネルギー研究所（DIFFER）は、エネルギー変換と貯蔵のための「Self-

Driving Labs（SDLs）」を設立しました。この革新的なラボは、自動化されたハイスル
ープット生成、特性評価、スクリーニング、データ解釈、そしてAIによる実験計画を

通じて、材料発見プロセスを最大60%加速することを目指しています。初期段階では
電気化学的エネルギー変換に焦点を当てていますが、将来的には他の化学反応や材料
クラスへと適用範囲を拡大する計画です。これにより、持続可能なエネルギーソリュ

ーション開発における研究開発サイクルが大幅に短縮されることが期待されます。

公開日 2026年07月16日  DIFFER (Dutch Institute for Fundamental Energy Research)  オラン
ダ



詳細

主要成果

オランダ基礎エネルギー研究所（DIFFER）は、エネルギー変換と貯蔵の分野における材
料発見を劇的に加速するため、「Self-Driving Labs（SDLs）」を設立しました。この
SDLsは、自動化されたプロセス、ハイスループット技術、高度なデータ解析、そして人
工知能（AI）を統合することで、従来の材料研究開発サイクルを最大60%短縮すること
を目指しています。初期段階では電気化学的エネルギー変換に焦点を当てていますが、
将来的には他の化学反応や広範な材料クラスへの適用も計画されており、科学的発見の
効率を大きく変革する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

DIFFERのSelf-Driving Labsは、以下の主要な要素で構成されます。まず、自動化された
材料合成モジュールは、多様な材料組成をハイスループットで生成し、実験の再現性と
効率性を向上させます。次に、統合された特性評価およびスクリーニングシステムは、
物理的、化学的、電気化学的特性を迅速に測定します。生成された膨大なデータは、リ
アルタイムでデータ解釈モジュールに送られ、機械学習アルゴリズムを用いて分析され
ます。このAIシステムは、次に実行すべき最適な実験条件や材料組成を自律的に提案
し、実験計画を立てます。例えば、特定の触媒材料の活性を探索する場合、AIは過去の
データと物理的モデルに基づいて、最も有望な組成空間を効率的に探索し、実験的回数
を最小限に抑えます。これにより、人間が介入する時間を大幅に削減し、研究者の専門
知識をより高度な問題解決に集中させることが可能になります。

背景・業界文脈

新しい材料の発見と開発は、エネルギー、医療、エレクトロニクスなど多くの分野でイ
ノベーションを推進する鍵となります。しかし、従来の材料研究は時間とコストがかか
る試行錯誤のプロセスに依存しており、そのペースはイノベーションの需要に追いつい
ていませんでした。近年、人工知能と自動化技術の進歩により、材料科学における研究
開発パラダイムが大きく変化しています。SDLsのようなアプローチは、複雑な材料シス
テムの設計空間を効率的に探索し、予測に基づいて実験を行うことで、画期的な材料の
発見を加速させることを目的としています。これは、持続可能なエネルギーソリューシ
ョンを緊急に必要とする現代社会において、特に重要な意味を持ちます。



今後の展望

DIFFERのSDLsは、エネルギー科学分野における材料発見の効率を再定義する可能性があ
ります。初期の焦点である電気化学的エネルギー変換（例えば、燃料電池、電解槽、バ
ッテリー材料）における成功は、このプラットフォームが他の化学反応システム（例え
ば、触媒反応、光触媒反応）や新たな材料クラス（例えば、熱電材料、量子材料）へと
容易に拡張可能であることを示唆しています。将来的には、SDLsのネットワークが国際
的に連携し、グローバルな材料発見エコシステムの一部となることで、気候変動やエネ
ルギー安全保障といった世界的な課題に対する解決策をより迅速に提供することが期待
されます。これにより、研究開発のコストが削減され、新技術の市場投入が加速される
ことでしょう。

元記事: https://www.differ.nl/vacancies/1322327

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.differ.nl/vacancies/1322327


#12 Vimag Labsが希土類不要EVモーターで中国独占に挑
戦、Gulf News報道でコスト削減とサプライチェーン安定
化を強調

概要

アラブ首長国連邦のGulf Newsが、インドのスタートアップVimag LabsがEV用ソフト

ウェア定義電気モーターの特許を取得したと報じました。この技術は、希土類永久磁
石の必要性を排除することで、EV製造コストを削減し、中国が支配する希土類サプラ
イチェーンの脆弱性を軽減することを目的としています。Vimag LabsのVirtual Magnet

Synchronous Motor（VMSM）は、パワーエレクトロニクスと高度な制御アルゴリズム
を駆使して磁場を生成し、先進製造業における重要鉱物依存からの脱却に向けた重要
な一歩と見なされています。

公開日 2026年07月16日  Gulf News  アラブ首長国連邦



詳細

主要成果

インドを拠点とするスタートアップVimag Labsが、電気自動車（EV）向けに希土類永久
磁石を不要とするソフトウェア定義の電気モーターの特許を取得しました。この画期的
な技術は、中国が支配する希土類サプライチェーンへの依存を大幅に軽減し、EV製造コ
ストを削減する可能性を秘めているとGulf Newsが報じています。Vimag LabsのVirtual

Magnet Synchronous Motor（VMSM）は、パワーエレクトロニクスとリアルタイム制
御アルゴリズムを用いて磁場を動的に生成し、地政学的リスクを伴う希少金属なしで高
性能EVモーターを実現します。

技術・臨床詳細

Vimag LabsのVMSM技術は、従来の永久磁石同期モーター（PMSM）が依存する希土類
磁石（主にネオジム）を、銅コイル、鋼鉄コア、およびソフトウェアによって制御され
る電磁石の組み合わせで代替します。このシステムは、モーターの運転状態に応じて磁
場強度と方向をリアルタイムで調整できるため、従来の磁石モーターに匹敵する、ある
いはそれ以上の効率とパワー密度を実現できるとされています。特許技術は、複雑な磁
場制御アルゴリズムを中核とし、電磁石の励磁パターンを最適化することで、希土類磁
石なしで強力なトルクと広範な速度範囲を提供します。このアプローチにより、希土類
磁石の採掘・加工に伴う環境負荷の低減にも貢献し、より持続可能なEV製造プロセスを
促進します。

背景・業界文脈

世界のEV産業は、希土類元素の供給に関して中国に大きく依存しており、これがサプラ
イチェーンの不安定性や価格変動のリスクをもたらしています。このような状況は、EV

メーカーにとって戦略的な課題となっており、希土類フリーモーターの開発は、この依
存からの脱却を目指す上で重要な技術的目標です。Vimag Labsの特許取得は、この国際
的な課題に対するインドからの独立したソリューションを提供し、EV産業のグローバル
な競争環境に大きな影響を与える可能性があります。これにより、より多様で安定した
サプライチェーンが構築され、EVの普及がさらに加速する基盤となるでしょう。



今後の展望

Vimag Labsの希土類フリーEVモーターは、自動車産業だけでなく、汎用産業モーター、
ロボティクス、航空宇宙、防衛といった、高性能で信頼性の高いモーターを必要とする
他の分野への応用も期待されています。同社は既に二輪車および乗用車OEMとのパイロ
ットプロジェクトを進めており、今後、量産化に向けた技術のさらなる成熟と、国際市
場への展開を視野に入れています。この技術が広く採用されれば、希土類資源の制約に
縛られない新しいEV設計の自由度が生まれ、世界のEV市場における競争優位性を確立
する上で重要なドライバーとなるでしょう。また、世界の先進製造業におけるクリティ
カルマテリアル依存からの脱却を加速し、技術的自立性を高める重要な一歩となりま
す。

元記事: https://gulfnews.com/technology/indian-startup-patents-rare-earth-free-electric-motor-for-evs-

challenging-chinas-supply-chain-dominance-1.500609670

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://gulfnews.com/technology/indian-startup-patents-rare-earth-free-electric-motor-for-evs-challenging-chinas-supply-chain-dominance-1.500609670
https://gulfnews.com/technology/indian-startup-patents-rare-earth-free-electric-motor-for-evs-challenging-chinas-supply-chain-dominance-1.500609670


#13 レーザー構築3D CoCu MOF電極触媒が酸素発生反応
効率を革新、高エントロピー合金基板で耐久性向上

概要

研究者たちは、フェムト秒レーザー処理を用いて、CoCrFeNi高エントロピー合金
（HEA）基板上に3D自己支持型CoCu金属有機構造体（MOF）電極触媒を構築すること
に成功しました。この革新的な触媒は、酸素発生反応（OER）において卓越した効率

と長期耐久性を示し、水電解などのエネルギー変換技術に大きな進歩をもたらしま
す。HEAの優れた電気伝導性と耐食性、MOFの構造的調整可能性を組み合わせること
で、従来の触媒材料の限界を克服し、高効率かつ安定したエネルギーシステムへの道

を開きます。

公開日 2026年07月15日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

最新の研究で、CoCrFeNi高エントロピー合金（HEA）基板上にレーザーを用いて構築さ
れた3D自己支持型CoCu金属有機構造体（MOF）電極触媒が、酸素発生反応（OER）に
おいて画期的な効率と長期耐久性を実証しました。この技術は、フェムト秒レーザー処
理によって実現され、HEAの優れた電気伝導性と耐食性をMOFの構造的調整可能性と融
合させることで、エネルギー変換技術、特に水電解における触媒性能を飛躍的に向上さ
せる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発された電極触媒は、まずCoCrFeNi高エントロピー合金の表面をフェムト秒レーザー
で直接パターン形成し、微細な3D構造を生成します。このレーザー処理により、基板表
面は反応性が高まり、その後の水熱合成プロセスでCoCu金属塩がMOF構造として効果
的に成長するための足場を提供します。CoCrFeNi HEAは、その固有の高い電気伝導性
により、電子輸送抵抗を最小限に抑え、MOF層への効率的な電子供給を可能にします。
また、HEAの優れた耐食性は、OERの酸性またはアルカリ性環境下での触媒の安定性を
保証します。MOF構造は、大量の活性サイトと高い表面積を提供し、OER反応速度を促
進します。実験結果では、このCoCu MOF/HEA電極触媒が、OERにおいて過電圧を従来
の貴金属触媒（例: RuO₂）よりも約100mV低減し、電流密度を約2倍向上させることが
示されました。さらに、1000時間以上の連続運転後も安定した性能を維持し、従来の
MOF触媒が抱える耐久性の課題を解決するものです。

背景・業界文脈

水電解による水素製造は、再生可能エネルギー源からのグリーン水素生成において重要
な技術です。しかし、このプロセスのボトルネックの一つは、OERに高価な貴金属触媒
（プラチナ、ルテニウム、イリジウムなど）が必要であり、その効率と耐久性がまだ不
十分であることです。高エントロピー合金は、そのユニークな「カクテル効果」によ
り、優れた機械的、化学的、電気的特性を持つ新しい材料クラスとして注目されていま
す。一方、MOFは、その調整可能な多孔性構造と豊富な金属サイトにより、優れた触媒
能を発揮しますが、電気伝導性と安定性に課題がありました。本研究は、これら二つの
先進材料の利点を組み合わせることで、OER触媒の性能を大幅に向上させる革新的なア
プローチを提供し、持続可能な水素エネルギー経済の実現に向けた重要な一歩となりま
す。



今後の展望

このレーザー構築された3D自己支持型CoCu MOF/HEA電極触媒は、水電解による水素
製造コストを大幅に削減し、その効率を向上させる可能性を秘めています。今後の研究
は、この技術の大規模生産プロセスへの適用可能性、異なる組成のHEAやMOFを用いた
さらなる性能最適化、および様々なエネルギー変換システム（例: CO₂還元、燃料電池）
への応用を探索することに焦点を当てるでしょう。この革新的な触媒材料は、将来のク
リーンエネルギー技術の発展において、基盤となる役割を果たすことが期待されてお
り、産業界および学術界からの注目がさらに高まるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1136203

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1136203


#14 アイオワ州立大学、AIとHPCで希土類フリー高強度磁
石の発見を最大60%加速する「自律的発見エンジン」を始
動

概要

アイオワ州立大学の研究者たちは、人工知能（AI）と高性能コンピューティング

（HPC）を統合した「自律的発見エンジン」を始動させ、より強力で希土類フリーの
磁石の探索を加速しています。この新しいアプローチは、ハイスループットシミュレ
ーション、物理モデリング、およびAIアルゴリズムを組み合わせることで、従来の試

行錯誤法と比較して材料発見における実験労力を40〜60%削減します。これにより、
次世代の持続可能な磁石材料の開発が飛躍的に進み、モーター、センサー、エネルギ
ー技術など、多岐にわたる分野に大きな影響をもたらすことが期待されます。

公開日 2026年07月13日  SUPERCOMPUTING NEWS  アメリカ



詳細

主要成果

アイオワ州立大学の研究者チームは、人工知能（AI）と高性能コンピューティング
（HPC）を統合した「自律的発見エンジン」を開発し、希土類元素に依存しない、より
強力な磁石材料の探索を劇的に加速しています。この画期的なアプローチは、材料発見
における従来の試行錯誤プロセスと比較して、実験労力を最大40%〜60%削減できる可
能性を秘めており、次世代の持続可能な磁石技術の開発を大きく推進するものです。

技術・臨床詳細

開発された自律的発見エンジンは、以下の三つの主要な要素を密接に連携させます。第
一に、高精度な量子力学シミュレーションと材料科学の物理モデルを組み合わせたハイ
スループットシミュレーションが、膨大な数の潜在的な材料組成とその特性を高速で予
測します。第二に、強化学習やベイズ最適化などのAIアルゴリズムが、シミュレーショ
ン結果と実験データを学習し、次にテストすべき最も有望な材料候補を自律的に特定し
ます。これにより、最適化された探索パスが生成され、非効率な実験が回避されます。
第三に、このAIの提案に基づき、自動化された実験プラットフォームが実際に材料を合
成し、その磁気特性を評価します。例えば、特定の希土類フリー合金において、室温で
の飽和磁化を従来のフェライト磁石よりも20%向上させ、かつ保磁力を最大10%高める
組成を発見するのに成功しました。このプロセスは継続的に繰り返され、AIが学習を深
めることで発見効率がさらに向上します。

背景・業界文脈

強力な磁石は、電気モーター、発電機、センサー、データストレージ、および医療機器
など、現代社会の多くの基幹技術に不可欠です。しかし、現在最も強力な永久磁石であ
るネオジム磁石は、希土類元素に大きく依存しており、その供給は地政学的リスクや環
境負荷の高い採掘・精製プロセスといった課題を抱えています。そのため、希土類元素
を使用しない、同等以上の性能を持つ磁石材料の発見は、クリーンエネルギー技術の発
展とサプライチェーンの安定性確保にとって喫緊の課題となっています。AIとHPCの統
合は、この複雑な材料探索空間を効率的にナビゲートする新しいパラダイムを提供し、
材料科学の限界を押し広げるものです。



今後の展望

アイオワ州立大学のこの「自律的発見エンジン」は、磁石材料だけでなく、触媒、バッ
テリー電極、太陽電池材料など、他の機能性材料の発見にも応用が拡大される可能性が
あります。今後、このプラットフォームはさらに洗練され、物理的実験とシミュレーシ
ョン、AIをリアルタイムで統合する「クローズドループ」型の材料発見システムへと進
化していくでしょう。これにより、新しい材料の市場投入までの期間が大幅に短縮さ
れ、数十億ドル規模の経済効果と持続可能な技術革新が期待されます。国際的な研究機
関や産業界との連携を通じて、この技術は世界の材料科学研究に新たな標準を確立し、
未来の技術革新を牽引する重要なツールとなるでしょう。

元記事: https://www.supercomputingonline.com/latest/63168-ai-supercharges-the-hunt-for-stronger-

magnets-iowa-state-researchers-launch-a-new-era-of-intelligent-materials-discovery

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.supercomputingonline.com/latest/63168-ai-supercharges-the-hunt-for-stronger-magnets-iowa-state-researchers-launch-a-new-era-of-intelligent-materials-discovery
https://www.supercomputingonline.com/latest/63168-ai-supercharges-the-hunt-for-stronger-magnets-iowa-state-researchers-launch-a-new-era-of-intelligent-materials-discovery


#15 Vimag Labsが希土類フリーEVモーターで中国独占打
破を画策、OpIndiaがその技術と戦略を解説

概要

インドのVimag Labsは、電気自動車（EV）用ソフトウェア定義電気モーターの開発を
通じて、中国の希土類磁石市場の独占を打破することを目指しています。同社の「バ
ーチャルマグネット」技術は、銅、鋼、およびソフトウェア制御の電磁石を活用し、

従来の希土類永久磁石を置き換えます。OpIndiaの報道によると、この革新はEV産業の
生産コストを大幅に削減し、地政学的要因に左右されないサプライチェーンのセキュ
リティを強化することを狙っています。これにより、EV製造の持続可能性と経済的自

立性が向上する重要な一歩となります。

公開日 2026年07月16日  OpIndia  インド



詳細

主要成果

インドのスタートアップVimag Labsが、電気自動車（EV）用ソフトウェア定義の磁石フ
リー電気モーターを開発することで、中国が長年保持してきた希土類磁石市場の独占を
打ち破る戦略を具体化しているとOpIndiaが報じました。Vimag Labsの「バーチャルマ
グネット」技術は、従来の希土類永久磁石を不要にし、銅、鋼、および高度なソフトウ
ェア制御による電磁石の組み合わせで代替することで、EV製造コストの劇的な削減とサ
プライチェーンの安定化を目指します。この動きは、グローバルなEV産業における持続
可能性と地政学的リスクからの脱却を加速させる重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Vimag Labsの「バーチャルマグネット」技術は、永久磁石が不要な同期モーター
（PMSM）の概念を具現化したものです。このモーターは、モーター内部に配置された
銅製のコイルと鋼鉄製のローターを利用し、外部からの電流をソフトウェアで精密に制
御することで、必要な時に必要な強度の磁場を動的に生成します。これにより、希土類
磁石が持つ高コスト、供給の不安定性、および採掘・精製に伴う環境負荷といった課題
を根本的に解決します。同社は、この技術が既存の希土類磁石モーターに匹敵する、ま
たはそれを上回る性能（効率、トルク密度、出力）を提供できると主張しており、EVの
航続距離と全体的な運転性能を向上させると見込まれています。具体的な数値として
は、同社は従来の永久磁石モーターと比較して最大20%のコスト削減、および同等の出
力密度を実現可能としています。

背景・業界文脈

電気自動車の急速な普及は、ネオジムやジスプロシウムなどの希土類元素に対する世界
的な需要を爆発的に増加させています。これらの希土類元素の採掘、加工、および供給
は、主に中国によって支配されており、これが国際的なサプライチェーンの脆弱性、価
格の不安定性、および地政学的緊張の原因となっています。多くの自動車メーカーは、
この依存から脱却し、より安定したサプライチェーンを構築するための代替技術を模索
してきました。Vimag Labsの革新的なアプローチは、この戦略的空白を埋め、EV産業全
体にわたる希土類フリー化の動きを加速させる可能性を秘めています。これは、環境配
慮型製造と経済安全保障という二重の目標を達成する上で重要な意味を持ちます。



今後の展望

Vimag Labsは、この「バーチャルマグネット」技術の商用化に向け、さらなる研究開発
と産業パートナーシップの拡大を図っています。初期のターゲット市場はインド国内の
EVメーカーですが、将来的にはグローバル市場への展開も視野に入れています。この技
術が広く採用されれば、EVの購入コストを低減し、より多くの消費者がEVにアクセス
できるようになるでしょう。また、希土類資源に左右されない新たなEV設計の自由度が
生まれ、世界の自動車産業に持続可能な競争優位性をもたらすことが期待されます。
Vimag Labsの成功は、他国が希土類独占に挑戦するインスピレーションとなり、デカッ
プリング時代の先進製造業における新たな標準を確立する可能性があります。

元記事: https://www.opindia.com/2026/07/vimag-labs-virtual-magnet-technology-reduce-dependence-

rare-earth-magnets-break-chinese-monopoly-ev-explained/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.opindia.com/2026/07/vimag-labs-virtual-magnet-technology-reduce-dependence-rare-earth-magnets-break-chinese-monopoly-ev-explained/
https://www.opindia.com/2026/07/vimag-labs-virtual-magnet-technology-reduce-dependence-rare-earth-magnets-break-chinese-monopoly-ev-explained/


#16 超疎水性・自己洗浄・光触媒・難燃性を統合した多機
能アラミド生地が開発、耐久性とUV耐性も向上

概要

研究者たちは、超疎水性、自己洗浄性、光触媒性、および難燃性という4つの機能を統
合した革新的な多機能アラミド生地を開発しました。この生地は、TiO2/g-C3N4 Sス
キームヘテロ接合光触媒をポリジメチルシロキサン（PDMS）とリン酸化キトサン

（PCS）と組み合わせることで、優れた撥水性（接触角153.74°、滑落角6.9°）を達成。
さらに、太陽光下でのフェナントレンの有意な分解、機械的強度、洗濯耐久性、UV耐
性とともに、強化された難燃性も示しました。このブレークスルーは、保護衣料、屋

外用テキスタイル、および環境浄化フィルターなど、幅広い応用を可能にします。

公開日 2026年07月14日  ACS Applied Polymer Materials (ACS Publications)  アメリカ



詳細

主要成果

最新の研究で、超疎水性、自己洗浄性、光触媒性、および難燃性という四つの機能を高
度に統合した多機能アラミド生地が開発されました。この画期的な生地は、単一材料で
これら複雑な特性を同時に提供し、特に厳しい環境下での保護性能と耐久性を大幅に向
上させます。具体的には、水接触角153.74°と滑落角6.9°という優れた超疎水性を達成
し、太陽光下で汚染物質を分解する光触媒機能も持ち合わせています。この技術は、保
護衣料、屋外用テキスタイル、および環境浄化システムなど、多岐にわたる分野で革新
をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

この多機能アラミド生地は、複数の先端材料技術の相乗効果によって実現されました。
まず、基材となるアラミド繊維は、その優れた強度と耐熱性により、コーティングの安
定性と耐久性を確保します。次に、TiO2（二酸化チタン）とg-C3N4（グラファイト状
窒化炭素）からなるSスキームヘテロ接合光触媒が、生地表面に固定化されています。
この光触媒は、太陽光（特に紫外線および可視光）を吸収して強力な酸化還元反応を引
き起こし、フェナントレンのような有機汚染物質を効率的に分解します。実験では、太
陽光照射下でフェナントレンを約85%分解する能力が実証されました。さらに、ポリジ
メチルシロキサン（PDMS）とリン酸化キトサン（PCS）の複合コーティングが施され
ており、これが超疎水性を付与するとともに、難燃性を大幅に向上させます。PCSは、
そのリン含有量により、燃焼時に炭化層を形成し、熱と酸素の供給を遮断することで生
地の燃焼を遅延させます。結果として、この生地は従来の難燃性アラミド生地と比較し
て、限界酸素指数（LOI）が5%向上し、燃焼滴下物を約80%削減する性能を示しまし
た。また、10回の洗濯サイクル後も超疎水性と難燃性が維持されるなど、優れた洗濯耐
久性と紫外線耐性も確認されています。



背景・業界文脈

保護衣料や機能性テキスタイルは、消防士、軍人、化学工場作業員など、危険な環境で
働く人々の安全を確保するために不可欠です。これらの用途では、火災からの保護、化
学物質の撥水、および汚れの蓄積防止が同時に求められます。しかし、これらの複数の
機能を単一の生地で実現することは、これまで大きな課題でした。従来の技術では、機
能ごとに異なる処理を施す必要があり、コスト増、耐久性低下、および着心地の悪化に
つながる傾向がありました。本研究は、多機能性テキスタイルの設計と製造におけるブ
レークスルーを示し、より高性能で安全な保護具の実現に貢献します。

今後の展望

この多機能アラミド生地は、消防服、軍用ユニフォーム、産業用保護具、屋外用テン
ト、および自己洗浄型フィルターなど、広範な応用分野での商用化が期待されます。今
後の研究は、製造プロセスのスケールアップ、コスト効率のさらなる改善、および異な
る種類の汚染物質に対する光触媒分解効率の最適化に焦点を当てるでしょう。また、特
定の産業ニーズに応じた機能のカスタマイズ（例：抗菌性、電磁波シールド性）も視野
に入っています。この技術は、機能性テキスタイル市場に大きなインパクトを与え、
人々の安全と環境保護に貢献する新たな標準を確立する可能性を秘めています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsapm.6c00834

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsapm.6c00834


#17 自己洗浄性コーティングの進歩が耐久性と適用性向
上、ナノ構造・低表面エネルギーで多様な産業応用へ

概要

最新のレビュー論文が、自己洗浄性コーティングの進歩について詳細に探求し、特に
その超疎水性特性に焦点を当てています。自己洗浄機能は、材料表面の高い接触角と
低い滑落角によって特徴付けられ、これは低表面エネルギーと特定の微細表面構造の

組み合わせによって実現されます。本レビューでは、自然界の「ロータス効果」から
インスピレーションを得た設計原理と、これらのコーティングの長期的な安定性およ
び従来の適用技術への統合における課題が議論されています。建設、自動車、医療な

ど、様々な産業における応用が期待されます。

公開日 2026年07月13日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

自己洗浄性コーティングに関する包括的なレビューが発表され、その機能の核心である
超疎水性特性が詳細に探求されています。自己洗浄機能は、高接触角と低滑落角によっ
て定義される表面特性であり、これは材料の低い表面エネルギーと精密に設計された微
細表面構造の相乗効果によって実現されます。このレビューは、自然界の「ロータス効
果」から着想を得た設計原理と、これらの革新的なコーティングが提供する多岐にわた
る産業応用可能性を強調しています。

技術・臨床詳細

自己洗浄性コーティングの主要なメカニズムは、表面の超疎水性、すなわち水滴が表面
にほとんど付着せず、容易に転がり落ちる性質に基づいています。この現象は、水滴が
転がり落ちる際に表面の汚れ粒子を捕らえ、洗い流すことで自己洗浄効果をもたらしま
す。超疎水性を実現するためには、表面の微細構造と化学的性質の両方を制御すること
が不可欠です。微細構造は、ナノスケールからマイクロスケールにわたる粗さや柱状構
造などを形成することで、水滴と表面の接触面積を最小化します。化学的性質として
は、フッ素系ポリマーやシリコン系ポリマーなど、表面エネルギーの低い材料が利用さ
れます。レビューでは、これらの材料を基材に適用するための様々な技術、例えばゾ
ル-ゲル法、化学蒸着（CVD）、スプレーコーティング、ディップコーティングなどが
紹介されています。これらの技術を用いることで、ガラス、金属、プラスチック、繊維
など、多様な基材に対して自己洗浄性を付与することが可能です。実験結果によれば、
これらのコーティングは、特定の条件下で水接触角が160°を超え、滑落角が5°未満を達
成し、汚染粒子を約90%除去する能力を示すことがあります。

背景・業界文脈

現代社会において、清潔で衛生的な環境の維持は、公衆衛生、産業効率、および製品の
寿命にとって極めて重要です。しかし、建物の外壁、自動車の窓、医療機器、太陽電池
パネルなど、多くの表面が常に汚れ、塵、水垢、および微生物汚染にさらされていま
す。これらの汚染は、外観の劣化、機能の低下、およびメンテナンスコストの増大につ
ながります。従来の洗浄方法は、水、エネルギー、および化学洗剤を大量に消費するた
め、環境負荷が高いという課題がありました。自己洗浄性コーティングは、これらの課
題に対する持続可能で効率的な解決策を提供し、特に「メンテナンスフリー」や「低環
境負荷」を重視する現代の製品設計トレンドに合致しています。



今後の展望

自己洗浄性コーティング技術は、まだ発展途上の段階にあり、特に長期的な耐久性、機
械的強度、紫外線に対する安定性、および大規模生産におけるコスト効率の改善が今後
の主要な研究課題です。現状では、一部のコーティングは摩擦や摩耗に対して脆弱であ
り、その効果が時間とともに低下する可能性があります。今後の研究は、ハイブリッド
材料の設計、ナノ複合材料の統合、およびより堅牢なバインダーシステムを開発するこ
とで、これらの課題を克服することに焦点を当てるでしょう。また、スマートシティ、
自動運転車、医療機器、および農業分野など、新たな応用分野での潜在的なニーズが探
求されることで、自己洗浄性コーティング市場は今後急速に拡大すると予測されます。
国際的な標準化と安全性評価も、この技術の広範な普及には不可欠です。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/230248805_Coatings_with_self-cleaning_properties

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/230248805_Coatings_with_self-cleaning_properties


#18 世界初の「スーパー合金」RHEADが誕生、鋼の2倍・
アルミの3倍の強度で航空宇宙・エネルギー製造を革新

概要

研究者たちが、ハフニウム、ニオブ、タンタル、チタン、ジルコニウムからなる「難
燃性高エントロピー合金」（RHEAD）という世界初の「スーパー合金」を開発しまし
た。この新合金は、鋼の約2倍、アルミニウムの約3倍という驚異的な強度を誇りま

す。加工中の原子配列を精密に制御することでこの性能が達成され、航空宇宙やエネ
ルギーシステムなど、極限環境下での使用が求められる分野の製造方法を根本的に変
革する可能性を秘めています。これは、材料科学におけるブレークスルーであり、よ

り軽量で堅牢な構造部品の実現に貢献します。

公開日 2026年07月09日  Science Alert  オーストラリア



詳細

主要成果

画期的な研究により、ハフニウム、ニオブ、タンタル、チタン、ジルコニウムを組み合
わせた「難燃性高エントロピー合金」（RHEAD）が世界で初めて開発されました。この
「スーパー合金」は、既存の鋼材と比較して約2倍、アルミニウムと比較して約3倍とい
う驚異的な強度を持つことが確認されており、航空宇宙やエネルギーシステムなど、極
限環境下での運用が求められる分野の製造方法を根本的に変革する可能性を秘めていま
す。この発見は、材料科学における重要なブレークスルーであり、より軽量で堅牢な構
造部品の実現に貢献します。

技術・臨床詳細

開発されたRHEADは、従来の合金設計の常識を覆す多元素系の合金です。研究チーム
は、構成する5つの元素（ハフニウム、ニオブ、タンタル、チタン、ジルコニウム）の
原子比と加工プロセスを精密に制御することで、合金の微細構造内の原子配列を最適化
しました。これにより、結晶構造内の欠陥や転位の動きが抑制され、非常に高い強度と
優れた延性の両立が実現されました。具体的な機械的試験では、このRHEADの引張強度
が約1500 MPaを超え、これは一般的な高強度鋼の約2倍に相当します。また、密度はア
ルミニウム合金より高いものの、その強度対密度比は従来の多くの超合金を凌駕しま
す。特に、高温環境下での安定性と強度維持能力に優れており、最大1200℃の温度でも
優れた機械的性能を保持することが示されています。これは、ジェットエンジン部品や
高温ガス炉の構造材料として極めて有望であることを示唆しています。

背景・業界文脈

航空宇宙およびエネルギー産業では、運用効率の向上と安全性確保のため、より軽量で
高強度、耐熱性に優れた材料が常に求められています。従来の合金は、性能を向上させ
るために限られた元素を少量添加するアプローチが主流でしたが、RHEADのような高エ
ントロピー合金は、複数の主要元素を混合することで、従来の材料では実現困難だった
ユニークな特性の組み合わせを提供します。これにより、燃料消費量の削減、ペイロー
ド能力の向上、およびシステムの長寿命化に貢献できるため、国際的な競争が激化する
これらの分野において、RHEADは戦略的に重要な技術として位置づけられます。



今後の展望

この「スーパー合金」RHEADの発見は、材料設計の新たなパラダイムを開くものです。
今後の研究は、RHEADの製造プロセスのスケーラビリティとコスト効率の改善、さらに
複雑な形状を持つ部品へのアディティブマニュファクチャリング（積層造形）技術の適
用可能性に焦点を当てるでしょう。また、異なる元素の組み合わせや微細構造制御の最
適化を通じて、さらなる性能向上を目指す可能性があります。将来的には、航空機のエ
ンジン、ロケットの構造部品、原子力発電所の内部コンポーネント、そして次世代エネ
ルギー貯蔵システムなど、広範な高機能用途での商用化が期待されます。この技術は、
世界の産業界に数十億ドル規模の経済的価値をもたらし、人類が直面する最も困難な工
学的課題のいくつかを解決する上で重要な役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.sciencealert.com/world-first-super-alloy-could-transform-the-way-metals-are-made

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencealert.com/world-first-super-alloy-could-transform-the-way-metals-are-made


#19 DOEがCorePower Magneticsに希土類フリー軸方向
磁束EVモーター開発を支援、重要材料革新でサプライチ
ェーン強化

概要

米国エネルギー省（DOE）は、FOA 3105の「重要材料革新、効率、および代替案」プ

ログラムの一環として、CorePower Magneticsへのプロジェクト選定を発表しました。
この支援は、ナノ結晶軟磁石と独自の磁束スイッチング設計を活用した高性能希土類
元素フリー軸方向磁束電気モーターの開発とプロトタイプ製造を目的としています。

このプロジェクトは、高いトルク、効率、電力密度を達成し、EVおよびその他産業の
サプライチェーンにおける重要鉱物依存を低減することで、国家安全保障と経済的自
立性を強化する重要なステップとなります。

公開日 2026年07月09日  U.S. Department of Energy  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、重要材料の革新、効率、および代替案に関するFOA

3105プログラムの下で、CorePower Magneticsのプロジェクト選定を発表しました。こ
のプロジェクトは、高性能な希土類元素フリー軸方向磁束電気モーターの開発とプロト
タイプ製造に焦点を当てており、ナノ結晶軟磁石と独自の磁束スイッチング設計を組み
合わせることで、高いトルク、効率、および電力密度を達成することを目指していま
す。これは、電気自動車（EV）および他の産業分野における希土類元素への依存を低減
し、サプライチェーンの強靭性を高める上で極めて重要な取り組みです。

技術・臨床詳細

CorePower Magneticsが開発する希土類元素フリー軸方向磁束電気モーターは、従来の
永久磁石モーターが抱える希土類資源の供給リスクとコストの問題を解決することを目
的としています。このモーター設計の核となるのは、高度なナノ結晶軟磁石材料と革新
的な磁束スイッチング機構です。ナノ結晶軟磁石は、既存の電磁鋼板と比較して、はる
かに低い磁心損失と高い透磁率を持ち、モーターの高効率化と小型化に貢献します。磁
束スイッチング設計は、コイルの励磁を制御することで磁束経路を動的に切り替え、希
土類磁石なしで強力なトルクを生成することを可能にします。これにより、モーターは
ピーク出力時に従来の希土類磁石モーターと同等以上の電力密度（例えば、約15kW/kg

以上）を達成し、かつ幅広い回転数範囲で95%以上の高効率を維持することが期待され
ます。DOEの支援により、CorePower Magneticsは、様々な希土類元素フリー永久磁石
技術の生産準備状況を評価し、最も有望なソリューションを特定・実証します。

背景・業界文脈

希土類元素は、電気自動車、風力タービン、防衛システムなど、多くの戦略的技術に不
可欠ですが、その供給は少数の国に集中しており、地政学的リスクが高いという課題が
あります。米国は、これらの重要材料への依存を低減し、国内のサプライチェーンを強
化することを国家安全保障上の優先事項としています。DOEのFOA 3105プログラム
は、この目標達成に向けた重要な一環であり、革新的な材料と技術の開発を通じて、持
続可能で安定した国内生産能力を構築することを支援しています。CorePower
Magneticsのプロジェクトは、この広範な戦略において、EVおよびエネルギー分野にお
ける希土類フリー化を推進する上で中心的な役割を果たすことが期待されます。



今後の展望

CorePower Magneticsの希土類元素フリー軸方向磁束電気モーターの開発は、EV業界に
大きな変革をもたらす可能性を秘めています。この技術が商業化されれば、EVの製造コ
ストを削減し、サプライチェーンのレジリエンスを向上させるだけでなく、より持続可
能なモーター技術の普及を加速させるでしょう。今後のステップとしては、プロトタイ
プモーターの性能と耐久性の厳格な試験、大規模生産プロセスへのスケールアップ、お
よび自動車メーカーとの緊密な連携による統合と検証が挙げられます。また、この技術
はEV以外にも、産業用モーター、ロボティクス、航空宇宙、さらには船舶推進システム
など、高効率モーターが求められる幅広い分野への応用が期待されており、世界の電力
変換技術に大きな影響を与えることでしょう。

元記事: https://www.energy.gov/hgeo/project-selections-foa-3105-critical-material-innovation-

efficiency-and-alternatives-set-2

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/hgeo/project-selections-foa-3105-critical-material-innovation-efficiency-and-alternatives-set-2
https://www.energy.gov/hgeo/project-selections-foa-3105-critical-material-innovation-efficiency-and-alternatives-set-2


#20 Smartex Yarnが体温調節PCM技術を導入したナイロ
ン-モダール-テンセル混紡夏用シャツ生地を発表、快適性
を追求

概要

Smartex Yarnが、相変化材料（PCM）マイクロカプセルを組み込んだナイロン-モダー

ル-テンセル混紡生地を発表しました。この革新的な夏用シャツ生地は、体温調節機能
を持ち、着用者の快適性を高めることを目的としています。PCMマイクロカプセル
は、体温が上昇すると余分な熱を吸収し、着用者が涼しくなるとその熱を放出するこ

とで、応答性の高い熱バッファリングを提供します。この生地は、40-60 J/m²の熱貯
蔵能力を持ちながら、天然繊維のような柔らかい感触と優れた通気性を維持してお
り、次世代の機能性アパレル製品への道を拓きます。

公開日 2026年07月12日  Smartex Yarn  国際



詳細

主要成果

Smartex Yarnは、体温調節技術を搭載したナイロン-モダール-テンセル混紡の夏用シャ
ツ生地を発表しました。この革新的な生地は、相変化材料（PCM）マイクロカプセルを
組み込むことで、着用者の体温に応じて熱を吸収・放出するインテリジェントな熱管理
を実現します。これにより、夏の暑い環境下でも、着用者はより快適に過ごすことがで
き、活動中の不快感を軽減します。この技術は、機能性と天然繊維のような快適な着心
地を両立させることで、アパレル市場に新たな価値を創造します。

技術・臨床詳細

開発された生地は、吸湿性、通気性、柔らかさに優れたナイロン、モダール、テンセル
という3種類の繊維を最適な比率で混紡しています。この混紡繊維のマトリックス内
に、特定の融点を持つPCM（例えばパラフィン系）を内包したマイクロカプセルが均一
に分散されています。PCMマイクロカプセルは、着用者の体温が上昇し、皮膚表面の温
度がカプセルの融点を超えると、周囲の過剰な熱を吸収して液化します（潜熱貯蔵）。
これにより、身体からの熱放散を促進し、涼感を提供します。逆に、体温が低下し、カ
プセル内のPCMが凝固すると、貯蔵していた潜熱をゆっくりと放出し、身体を暖かく保
ちます。このプロセスは完全に可逆的であり、生地の感触や通気性を損なうことなく繰
り返されます。この生地の熱貯蔵能力は40-60 J/m²と測定されており、従来の夏用生地
と比較して約20-30%の熱管理性能向上を実現しています。

背景・業界文脈

機能性アパレル市場は、消費者の快適性、パフォーマンス、および健康への関心の高ま
りによって急速に成長しています。特に夏場や運動時の衣料品では、効果的な体温調節
機能が求められていますが、従来の吸湿速乾素材だけでは、熱負荷の変動に十分に対応
できないことがありました。相変化材料は、その熱貯蔵・放出能力により、このような
ニーズに応える有望な技術として注目されてきましたが、生地への統合には耐久性、洗
濯堅牢度、およびコストといった課題がありました。Smartex Yarnのこの新生地は、こ
れらの課題を克服し、PCM技術の商業化における重要な一歩となります。



今後の展望

Smartex Yarnは、このPCM体温調節技術を搭載した生地を、夏用シャツだけでなく、ス
ポーツウェア、アウトドアウェア、寝具、および作業着など、幅広いアパレル製品への
応用を計画しています。将来的には、異なる相変化温度を持つPCMを組み込むことで、
四季を通じて様々な気候条件に対応できる「オールシーズン対応型」機能性生地の開発
も視野に入れています。この技術が普及することで、消費者はより快適でパーソナライ
ズされた衣料品を選ぶことができ、機能性アパレル市場全体のイノベーションが加速さ
れるでしょう。また、エネルギー消費を抑えるスマートテキスタイルとしての可能性も
探求されており、持続可能な社会への貢献も期待されます。

元記事: https://www.smartexyarn.com/creative-textile-lab/pcm-thermoregulation-technology-%C2%B7-

nylon-modal-tencel-blend-mens-summer-shirt-fabric/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.smartexyarn.com/creative-textile-lab/pcm-thermoregulation-technology-%C2%B7-nylon-modal-tencel-blend-mens-summer-shirt-fabric/
https://www.smartexyarn.com/creative-textile-lab/pcm-thermoregulation-technology-%C2%B7-nylon-modal-tencel-blend-mens-summer-shirt-fabric/


#21 大気プラズマ溶射によるFeCoCrNi高エントロピー合
金コーティング、Ti含有量最適化で耐摩耗性・耐食性を大
幅向上

概要

最新の研究が、大気プラズマ溶射法を用いて製造されたFeCoCrNi高エントロピー合金

（HEA）コーティングの微細構造と摩擦摩耗特性を詳細に調査しました。この研究
は、溶射出力とチタン（Ti）含有量がコーティングの微小硬度、耐摩耗性、および耐
食性に与える影響を分析し、最適な条件で従来の合金と比較して、摩耗率と腐食電流

が顕著に改善されることを示しています。特に高温環境下での酸化膜形成が、性能向
上に重要な役割を果たすことが強調されており、過酷な産業環境での応用が期待され
ます。

公開日 2026年07月13日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

大気プラズマ溶射（APS）法を用いて製造されたFeCoCrNi高エントロピー合金（HEA）
コーティングに関する研究が発表され、その微細構造と摩擦摩耗特性が詳細に分析され
ました。本研究は、溶射出力とチタン（Ti）含有量の最適化が、コーティングの微小硬
度、耐摩耗性、および耐食性を大幅に向上させることを実証しました。特に、最適なTi

含有量のHEAコーティングは、従来の合金と比較して、摩耗率と腐食電流の両方で顕著
な改善を示し、高温環境下での優れた性能が確認されました。これは、重工業、航空宇
宙、および海洋工学など、過酷な条件で使用される部品の寿命と信頼性を向上させる可
能性を秘めています。

技術・臨床詳細

研究では、FeCoCrNi HEA粉末を原料として、異なる溶射出力とTi含有量でAPSプロセス
が実施されました。得られたコーティングの微細構造は、X線回折（XRD）と走査型電
子顕微鏡（SEM）を用いて特徴付けられ、主に面心立方（FCC）相と一部の体心立方
（BCC）相が共存する固溶体構造であることが確認されました。Ti含有量が増加する
と、固溶体強化効果により微小硬度が向上し、最適な溶射条件下でビッカース硬度が最
大600 HVに達しました。摩擦摩耗試験では、ピン・オン・ディスク法が用いられ、最適
なTi含有量（例えば、FeCoCrNiTi0.2）のコーティングは、摩耗率が従来のステンレス鋼

の約1/3に低減されることが示されました。この優れた耐摩耗性は、摩擦係数の安定化
と、摩耗面への高硬度酸化膜（例：TiO2、Cr2O3）の形成に起因します。電気化学的腐

食試験では、3.5% NaCl溶液中で、最適なTi含有量のHEAコーティングが腐食電流密度を
従来の合金と比較して約50%低減し、耐食性が大幅に向上することが確認されました。
これは、高エントロピー合金の「カクテル効果」と、Tiの酸化物形成能が相乗的に作用
した結果と考えられます。



背景・業界文脈

表面の摩耗や腐食は、機械部品の故障の主要な原因であり、多くの産業において機器の
寿命と信頼性を制限する要因となっています。特に、高温、高圧、または腐食性媒体に
さらされる環境では、材料の劣化が加速し、メンテナンスコストが増大します。高エン
トロピー合金は、複数の主要元素を等モル比または準等モル比で混合することで、優れ
た機械的強度、耐摩耗性、耐食性、および耐熱性を示す新しい材料クラスとして注目さ
れています。APSは、これらの高性能合金を既存の基材に効率的にコーティングするた
めの有望な技術であり、部品の性能向上と寿命延長に貢献します。

今後の展望

このFeCoCrNi HEAコーティング技術は、航空機のエンジン部品、船舶のプロペラ、発
電所のタービンブレード、および化学プラントの反応器など、高い信頼性と長寿命が求
められる分野での幅広い応用が期待されます。今後の研究は、溶射プロセスのさらなる
最適化、異なるHEAs組成の探索、およびより複雑な環境条件下での長期的な性能評価
に焦点を当てるでしょう。また、大規模生産へのスケールアップとコスト効率の改善
も、この技術の商業化には不可欠です。この革新的なコーティング技術が広く採用され
ることで、世界の産業機器の性能と持続可能性が飛躍的に向上し、数十億ドル規模の経
済効果をもたらす可能性を秘めています。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/363395987_Microstructure_and_Tribological_Properties_of_FeCoCrN

Entropy_Alloy_Coatings_Fabricated_by_Atmospheric_Plasma_Spraying

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/363395987_Microstructure_and_Tribological_Properties_of_FeCoCrNi_High-Entropy_Alloy_Coatings_Fabricated_by_Atmospheric_Plasma_Spraying
https://www.researchgate.net/publication/363395987_Microstructure_and_Tribological_Properties_of_FeCoCrNi_High-Entropy_Alloy_Coatings_Fabricated_by_Atmospheric_Plasma_Spraying


#22 圧電材料を用いたスマートシューズ開発、歩行から電
気を生成しウェアラブルデバイスに給電

概要

最新の研究が、圧電材料を組み込んだ「スマートシューズ」の開発を探求していま
す。このシューズは、歩行、ジョギング、ジャンプなどの日常活動から発生する機械
的エネルギーを効率的に電気エネルギーに変換し、それを内蔵のコンデンサに蓄積し

ます。この技術は、低電力のウェアラブル電子デバイス向けに、持続可能な小規模エ
ネルギーハーベスティングソリューションを提供する可能性を実証しています。これ
により、バッテリー交換の頻度を減らし、ウェアラブルデバイスの利便性を大幅に向

上させることが期待されます。

公開日 2026年07月09日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

圧電材料を靴底に埋め込むことで、歩行や運動の際に発生する機械的エネルギーを電気
エネルギーに変換・貯蔵する「スマートシューズ」の開発に関する研究が発表されまし
た。この革新的なシューズは、低電力のウェアラブル電子デバイスに継続的に給電でき
る可能性を実証しており、外部からの充電を不要にする「自己給電型」デバイスへの道
を開きます。これにより、ウェアラブルデバイスの利便性が飛躍的に向上し、バッテリ
ー寿命の課題に対する実用的なソリューションを提供します。

技術・臨床詳細

開発されたスマートシューズは、靴底の特定の圧力ポイントに圧電材料（例えば、圧電
セラミック、圧電ポリマー、またはこれらの複合材料）を戦略的に配置しています。歩
行、ジョギング、ジャンプといった活動中に足が地面に着地し、離れる際の圧力と変形
は、圧電効果により機械的歪みを電気電荷に変換します。例えば、一歩あたり数マイク
ロワットから数ミリワットの電力を生成することが、実験で確認されています。この生
成された電気エネルギーは、効率的な整流回路と昇圧コンバータを介して最適化され、
その後、小型のスーパーキャパシタまたはリチウムイオンバッテリーに蓄積されます。
研究では、特定の圧電材料構成と回路設計により、平均的な歩行速度（約1.5m/s）で約
0.5mWの持続的な電力を生成し、これを容量200mAhの小型リチウムイオンバッテリー
に蓄積できることが示されました。この貯蔵された電力は、Bluetoothモジュール、GPS

センサー、小型ディスプレイ、またはフィットネス追跡用のIMU（慣性計測ユニット）
などの低電力ウェアラブルデバイスに給電するために使用できます。

背景・業界文脈

ウェアラブルエレクトロニクスの市場は急速に拡大しており、スマートウォッチ、フィ
ットネストラッカー、ヘルスモニタリングデバイスなどが普及しています。しかし、こ
れらのデバイスの主要な課題の一つは、頻繁な充電が必要であること、またはバッテリ
ーの寿命が短いことです。これは、ユーザーエクスペリエンスを低下させ、デバイスの
利便性を損なう原因となっています。環境中の運動エネルギーを電気に変換するエネル
ギーハーベスティング技術は、この課題に対する持続可能で環境に優しい解決策として
注目されています。圧電材料を用いたスマートシューズは、着用者の日常的な活動から
電力を生成することで、バッテリーの制約を克服し、真に「常時接続」されたウェアラ
ブルデバイスの実現に貢献します。



今後の展望

この圧電材料を用いたスマートシューズ技術は、ウェアラブルエレクトロニクス市場に
大きなインパクトをもたらす可能性を秘めています。今後の研究は、圧電材料のエネル
ギー変換効率のさらなる向上、デバイスの長期的な耐久性と快適性の確保、およびコス
ト効率の良い大規模生産プロセスの開発に焦点を当てるでしょう。また、生成された電
力をより高機能なデバイスや複数のデバイスに供給するための電力管理システムの最適
化も重要な課題となります。将来的には、スマートシューズが健康モニタリング、歩行
分析、ナビゲーション、さらには緊急時の電力供給源として機能するなど、その応用範
囲は大きく広がるでしょう。この技術は、人々のライフスタイルをよりスマートで持続
可能なものに変革する基盤となることが期待されます。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/350840694_Development_of_Smart_Shoes_Using_Piezoelectric_Mate

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/350840694_Development_of_Smart_Shoes_Using_Piezoelectric_Material


#23 Bgolearnフレームワークが材料発見を40-60%加速、
ベイズ最適化で超高硬度HEAと高強度中Mn鋼を効率的に
探索

概要

新たなベイズ最適化フレームワーク「Bgolearn」が発表され、広大な組成空間を効率

的に探索することで材料発見を加速する能力を実証しました。このフレームワーク
は、超高硬度高エントロピー合金（HEA）や高強度・高延性中Mn鋼の発見において、
従来の試行錯誤法と比較して実験労力を40〜60%削減できることを示しています。

Bgolearnは、計算材料科学と機械学習の融合により、次世代材料開発のプロセスを根
本的に変革し、市場投入までの時間を劇的に短縮する可能性を秘めています。

公開日 2026年07月10日  arXiv  国際



詳細

主要成果

「Bgolearn」という統一されたベイズ最適化フレームワークが発表され、複雑な材料組
成空間を効率的に探索することで、材料発見プロセスを最大40%〜60%加速できること
が実証されました。この革新的なフレームワークは、特に超高硬度高エントロピー合金
（HEA）や高強度・高延性中Mn鋼の探索においてその有効性を示しており、材料科学
における研究開発パラダイムを大きく変革する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

Bgolearnは、ベイズ最適化という機械学習手法を材料科学の探索に応用したものです。
これは、少数の実験データから未知の材料特性を予測するサロゲートモデルを構築し、
そのモデルと獲得関数（次にどの材料を実験すべきかを示す指標）に基づいて、最も有
望な組成空間をインテリジェントに探索します。従来の材料探索では、広大な組成空間
を手当たり次第に実験する必要がありましたが、Bgolearnは探索を最適化することで、
必要な実験回数を劇的に削減します。例えば、超高硬度HEAの発見において、Bgolearn

は数十回の実験で、従来のランダム探索やグリッド探索に比べて40%少ない実験数で最
適な組成を見つけることに成功しました。また、高強度・高延性中Mn鋼の探索では、
ターゲット特性（例えば引張強度と破断伸び）を同時に満たす組成を、従来のプロセス
と比較して60%少ない実験回数で特定しました。このフレームワークは、材料の組成、
プロセスパラメーター、および微細構造の間の複雑な関係を学習し、人間の専門知識を
補完しながら、予測に基づいて効率的な意思決定を行うことができます。

背景・業界文脈

新材料の発見と開発は、エネルギー、交通、医療、情報技術など、現代社会のほぼすべ
ての産業においてイノベーションの鍵を握っています。しかし、従来の材料研究開発
は、時間とコストがかかる試行錯誤のプロセスに大きく依存しており、新技術の市場投
入までのボトルネックとなっていました。近年、AIと高性能コンピューティングの進歩
により、材料科学におけるデータ駆動型アプローチへの関心が高まっています。ベイズ
最適化のようなインテリジェントな探索手法は、この課題を克服し、限られた実験リソ
ースで最大の効果を出すことを可能にします。Bgolearnは、このトレンドを牽引する重
要なツールの一つであり、材料開発の効率を大幅に向上させ、経済的な競争力を強化す
るものです。



今後の展望

Bgolearnフレームワークは、磁性材料、触媒、バッテリー材料、および半導体など、他
の多岐にわたる機能性材料の発見にも応用が拡大される可能性があります。今後の研究
は、フレームワークのさらなる汎用性向上、より複雑な材料システムへの適用、および
AIモデルの解釈可能性（XAI）を高めることに焦点を当てるでしょう。また、自律的な
実験ロボットシステムとの統合により、完全に自動化された「セルフドリブンラボ」の
実現に向けた重要なステップとなることが期待されます。この技術の普及は、材料科学
の研究開発サイクルを劇的に短縮し、持続可能な社会の実現に向けた新たな技術革新を
加速させることで、数十億ドル規模の経済効果をもたらす可能性を秘めています。

元記事: https://arxiv.org/html/2601.06820v2

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2601.06820v2


#24 MITが相変化材料を用いた小型赤外線チップを開発、
ガス・熱検出の性能向上と光学デバイスの小型化に貢献

概要

MITの研究者たちが、相変化材料（PCM）を用いたメタサーフェスを統合すること
で、光を動的に制御できる小型赤外線チップを開発しました。この革新的なチップ
は、ガスや熱の検出能力を大幅に向上させる可能性を秘めています。よりコンパクト

でプログラム可能な光学デバイスの実現に貢献し、自動運転車、医療診断、環境モニ
タリングなど、幅広い分野でのセンサー技術の進歩を加速させることが期待されま
す。この技術は、相変化によって焦点を調整する小型レンズに関するMITの以前の研

究に基づいています。

公開日 2026年07月13日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、相変化材料（PCM）を統合したメ
タサーフェスを利用して光の特性を動的に制御できる画期的な小型赤外線チップを開発
しました。この革新的なデバイスは、ガスや熱の検出性能を劇的に向上させる可能性を
秘めており、従来の大型光学システムを置き換える、よりコンパクトでプログラム可能
な新しい世代の光学デバイス実現に貢献します。これにより、自動運転車、医療診断、
環境モニタリングなど、広範な応用分野におけるセンサー技術の進歩を加速させること
が期待されます。

技術・臨床詳細

開発された赤外線チップは、ナノスケールの微細構造を持つ薄膜であるメタサーフェス
を特徴としています。このメタサーフェスは、特定の波長の赤外光と相互作用するよう
に設計されており、その光学特性は埋め込まれた相変化材料の状態によって変化しま
す。研究チームは、二酸化バナジウム（VO2）のような熱的に制御可能なPCMを採用し
ました。VO2は、特定の温度で金属-絶縁体転移を起こし、これによりその光学インデ
ックスが劇的に変化します。この転移を利用して、外部からの熱刺激（例えば、マイク
ロヒーターやレーザー）によってPCMの状態を切り替えることで、メタサーフェスを通
過する赤外光の強度、位相、または偏光をリアルタイムで変調できます。実験では、こ
のチップが特定のガス成分（例：CO2）に対して従来比で約20%高い感度で検出できる
こと、また、環境温度変化に対する熱検出応答時間が従来の熱センサーよりも約3倍速
いことが実証されました。これにより、より迅速かつ正確なガス濃度測定や温度マッピ
ングが可能になります。



背景・業界文脈

赤外線検出技術は、化学物質分析、セキュリティ、産業プロセス制御、および軍事応用
など、多岐にわたる分野で不可欠です。しかし、従来の赤外線センサーやスペクトロメ
ーターは、大型の光学部品や機械的な可動部を必要とすることが多く、コスト、サイ
ズ、および消費電力の面で課題を抱えていました。メタサーフェス技術は、これらの課
題を克服するための有望なアプローチとして浮上しており、光の波長以下のスケールで
光を操作することで、超小型で高性能な光学デバイスを実現します。PCMとメタサーフ
ェスの組み合わせは、動的に光学特性を調整できる「アクティブメタサーフェス」を可
能にし、次世代のスマートセンサーと光学システムの基盤を築きます。この技術は、相
変化によって焦点を調整する小型レンズに関するMITの以前の研究をさらに発展させた
ものです。

今後の展望

この小型赤外線チップは、自動運転車のLiDARシステムでの環境認識能力の向上、ポー
タブルな医療診断機器での生体ガス分析、スマートホームや産業施設でのガス漏れ検知
と熱画像モニタリングなど、幅広い分野での応用が期待されます。今後の研究は、チッ
プの動作波長範囲の拡大、応答速度のさらなる高速化、製造プロセスのスケーラビリテ
ィとコスト効率の改善、および長期的な信頼性確保に焦点を当てるでしょう。この技術
が商業化されれば、既存の多くのセンサーシステムを置き換え、よりインテリジェント
でコネクテッドな世界の実現に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://news.mit.edu/2026/tiny-infrared-chip-could-improve-gas-and-heat-detection-0713

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/tiny-infrared-chip-could-improve-gas-and-heat-detection-0713


#25 MDPIが難燃性高エントロピー合金TiZrNbHfTaの超音
波アトマイゼーション技術を確立、積層造形用高品質粉末
製造へ道

概要

MDPIに発表された研究が、TiZrNbHfTa難燃性高エントロピー合金（HEA）の超音波ア

トマイゼーションプロセスを詳細に特徴付け、積層造形（AM）用の高品質粉末製造に
成功しました。この研究は、超音波アトマイゼーションが、高均一性、高球状性、低
多孔性を持ち、レーザー粉末床溶融（LPBF）や粉末指向性エネルギー堆積（DED）に

適した粒度分布のHEA粉末を生成する実現可能なルートであることを実証していま
す。これにより、航空宇宙やエネルギー分野など、極限環境下での使用に耐えうる次
世代の高性能部品の製造が加速されます。

公開日 2026年07月16日  MDPI  国際



詳細

主要成果

MDPIに発表された最新の研究で、TiZrNbHfTa難燃性高エントロピー合金（HEA）の超音
波アトマイゼーションプロセスが詳細に特性評価され、積層造形（AM）向けに高品質
な粉末を製造する新たな方法が確立されました。この技術は、粉末の均一性、球状性、
および多孔性を高水準で制御し、レーザー粉末床溶融（LPBF）や粉末指向性エネルギー
堆積（DED）といった主要なAMプロセスに最適な粒度分布を実現できることを実証し
ています。これは、航空宇宙、防衛、およびエネルギー産業における高性能部品の製造
に革新をもたらす重要なブレークスルーです。

技術・臨床詳細

超音波アトマイゼーションは、高周波の超音波振動を用いて溶融金属を微細な液滴に分
解し、その後凝固させて粉末を生成する技術です。この研究では、特にTiZrNbHfTaとい
う5種類の難燃性元素からなるHEAを対象としました。実験では、超音波周波数、溶融
金属の流量、および冷却ガス条件を最適化することで、直径20〜60マイクロメートルの
範囲で狭い粒度分布を持つ粉末が効率的に製造されました。得られた粉末は、球状度が
約95%と非常に高く、内部欠陥や空孔がほとんどないことが確認されました。X線回折
（XRD）分析により、粉末は均一な固溶体構造を保持しており、HEAの特性である元素
の偏析が極めて低いことが示されました。これは、従来のガスアトマイゼーション法と
比較して、より均一な組成分布と微細な結晶粒構造を持つ粉末を生成できることを意味
します。このような高品質な粉末は、LPBFやDEDといったAMプロセスにおいて、層間
の結合強度を高め、最終製品の機械的特性を向上させる上で不可欠です。

背景・業界文脈

難燃性高エントロピー合金は、その優れた高温強度、耐食性、および耐放射線特性か
ら、航空宇宙エンジンの部品、原子力発電所のコンポーネント、および高温産業用機器
など、極限環境下での応用が期待される次世代材料として注目されています。しかし、
これらの複雑な合金を従来の加工方法で製造することは困難であり、特にAM用途向け
の高品質な粉末の安定供給が課題となっていました。超音波アトマイゼーション技術
は、従来のガスアトマイゼーションに比べてエネルギー消費が低く、より制御された粉
末特性を実現できるため、この課題を克服する有望なソリューションとして浮上してい
ます。



今後の展望

この超音波アトマイゼーション技術の確立は、TiZrNbHfTa HEAだけでなく、他の難燃性
HEAや複雑な合金のAM用粉末製造への応用を加速させるでしょう。今後の研究は、製
造プロセスのさらなる最適化、異なる粉末特性のカスタマイズ、および大規模生産への
スケールアップに焦点を当てる必要があります。この高品質なHEA粉末の安定供給は、
AM技術の進展と相まって、航空宇宙、防衛、エネルギー、さらには医療分野における
革新的な部品設計と製造を可能にするでしょう。将来的には、より軽量で高性能、かつ
長寿命な部品が、既存の産業機器の性能を飛躍的に向上させ、数十億ドル規模の経済的
価値を創出することが期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2674-0516/5/3/25

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2674-0516/5/3/25


#26 MITリンカーン研究所がAI駆動型材料発見チームを強
化、実験材料科学者/エンジニアを募集しワイドバンドギ
ャップ半導体研究を加速

概要

MITリンカーン研究所が、AI駆動型の迅速な材料発見チームを強化するため、実験材料

科学者/エンジニアを募集しています。この職務は、マイクロエレクトロニクス用途の
ワイドバンドギャップ半導体を含む先進材料の合成、加工、および特性評価における
実践的な研究を主導するものです。研究所は、新しい実験方法の開発を通じて、国家

安全保障の優先事項に沿った材料イノベーションを加速することを目指しており、AI

を科学的発見プロセスに深く統合する最先端のアプローチを採用しています。

公開日 2026年07月13日  MIT Lincoln Laboratory  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）リンカーン研究所が、AI対応の迅速な材料発見チー
ムを強化するため、実験材料科学者/エンジニアの募集を開始しました。この動きは、
マイクロエレクトロニクス、特にワイドバンドギャップ半導体を含む先進材料の合成、
加工、特性評価における実践的な研究を加速させることを目的としています。研究所
は、人工知能を材料発見の実験方法に深く統合することで、国家安全保障上の重要な優
先事項に合致する技術革新を推進することを目指しています。

技術・臨床詳細

この役割を担う実験材料科学者/エンジニアは、新しい材料システムの設計、合成、お
よび特性評価プロセスにおいて主導的な役割を果たします。具体的には、化学気相成長
（CVD）、物理気相成長（PVD）、アトミック層堆積（ALD）などの先進的な薄膜成長
技術を用いて、窒化ガリウム（GaN）や炭化ケイ素（SiC）といったワイドバンドギャ
ップ半導体を合成する研究が含まれます。これらの材料は、高温、高電力、高周波環境
での優れた性能が期待され、次世代のレーダー、通信システム、および電力変換デバイ
スに不可欠です。職務には、走査型電子顕微鏡（SEM）、透過型電子顕微鏡（TEM）、
X線回折（XRD）、原子間力顕微鏡（AFM）、ラマン分光法などの高度な特性評価技術
を用いた材料の構造、組成、および電気的特性の分析も含まれます。さらに、AI対応の
材料発見プラットフォームと連携し、データ駆動型のアプローチで実験設計を最適化
し、新しい材料の探索空間を効率的にナビゲートするための新しい実験方法を開発しま
す。これにより、従来の試行錯誤による材料開発プロセスと比較して、研究開発サイク
ルを最大50%短縮することが可能になると見込まれています。



背景・業界文脈

マイクロエレクトロニクスは、現代の防衛、通信、および情報技術インフラの基盤で
す。特に、ワイドバンドギャップ半導体は、従来のシリコンベースのデバイスでは達成
できない性能を提供するため、極めて戦略的な重要性を持っています。しかし、これら
の材料の合成、欠陥制御、およびデバイス化は依然として大きな科学的・工学的課題を
抱えています。MITリンカーン研究所は、国家安全保障上の課題に対処するため、先端
材料研究の最前線に立ってきました。AIを材料発見プロセスに統合するアプローチは、
複雑な材料設計空間を効率的に探索し、新しい機能を持つ材料を迅速に開発するための
画期的な手段として注目されています。これは、米国の技術的優位性を維持し、将来の
防衛および民生技術の革新を推進する上で不可欠です。

今後の展望

このAI駆動型材料発見チームの強化は、MITリンカーン研究所が今後数年間で、マイク
ロエレクトロニクスおよび量子情報技術における画期的な進歩を達成するための基盤を
築くものです。今後、研究は、超高性能トランジスタ、高効率電力変換器、および新し
い量子デバイスの開発に焦点を当てるでしょう。また、AIアルゴリズムと自律的実験プ
ラットフォームのさらなる統合により、完全に自動化された「セルフドリブンラボ」の
実現を目指します。これにより、材料発見の速度と効率が飛躍的に向上し、新しい技術
がより迅速に市場に投入されることが期待されます。この取り組みは、米国が科学技術
のフロンティアをリードし続けるための重要な投資であり、広範な産業と国家安全保障
に計り知れない利益をもたらすでしょう。

元記事: https://careers.ll.mit.edu/job/Lexington-Experimental-Materials-Scientist-Engineer-MA-

02420/1374892800/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://careers.ll.mit.edu/job/Lexington-Experimental-Materials-Scientist-Engineer-MA-02420/1374892800/
https://careers.ll.mit.edu/job/Lexington-Experimental-Materials-Scientist-Engineer-MA-02420/1374892800/


#27 次世代バッテリー向け酸化マグネシウム保護コーティ
ング発見、ナノメートル厚で性能向上に貢献

概要

研究者たちは、次世代バッテリーの性能向上に不可欠な極薄の酸化マグネシウム
（MgO）保護コーティングを発見しました。このナノメートル厚のコーティングは、
バッテリー内部での望ましくない副反応を抑制し、電極材料の安定性を劇的に高める

可能性を秘めています。これにより、バッテリーのサイクル寿命が延び、エネルギー
密度が向上することが期待されます。本発見は、高効率で長寿命なエネルギー貯蔵ソ
リューションの開発を加速させる画期的な一歩です。

公開日 2026年07月17日  AZoM  イギリス



詳細

主要成果

研究者らは、次世代バッテリーの性能と寿命を飛躍的に向上させる可能性を秘めた、ナ
ノメートル厚の酸化マグネシウム（MgO）保護コーティングを開発しました。この極薄
のコーティングは、バッテリー電極材料の劣化を効果的に抑制し、長期的な安定稼働を
実現する画期的な技術です。

技術・臨床詳細

今回発見されたMgOコーティングは、その厚さがわずか数ナノメートルであるにもかか
わらず、電極表面での電解液との副反応を劇的に低減します。従来の保護層では達成が
難しかった均一性と密着性を両立することで、特に高電圧条件下での電極の安定性を高
めることに成功しました。この保護層は、リチウムイオンバッテリーだけでなく、より
高いエネルギー密度が期待される全固体電池などの次世代バッテリーシステムへの応用
が有力視されています。電極材料が安定することで、バッテリーの急速充電性能や低温
環境下での動作特性の改善にも寄与すると考えられています。この技術は、特に高ニッ
ケル系正極材やシリコン系負極材といった、高いエネルギー密度を持つが安定性に課題
のある材料において、そのポテンシャルを最大限に引き出すことが期待されます。

背景・業界文脈

バッテリー技術の進歩は、電気自動車（EV）、ポータブル電子機器、再生可能エネルギ
ー貯蔵システムなど、多岐にわたる産業の発展に不可欠です。しかし、既存のバッテリ
ーは、特に高エネルギー密度化を図る際に電極の劣化や安全性といった課題に直面して
いました。電極と電解液の界面での不安定性は、バッテリーの寿命を縮め、性能低下の
主要な原因となっていました。今回のMgOコーティング技術は、これらの根本的な課題
を解決するブレークスルーとなり、バッテリー業界全体に大きな影響を与える可能性が
あります。



今後の展望

このナノメートル厚MgOコーティング技術は、次世代バッテリーの実用化に向けた重要
なピースとなるでしょう。さらなる研究により、量産化に向けたプロセスの最適化や、
多様な電極材料への適用範囲の拡大が期待されます。将来的には、この技術がEVの航続
距離延長や、スマートグリッドにおける再生可能エネルギーの効率的な貯蔵に貢献し、
持続可能な社会の実現に寄与することが見込まれます。これにより、バッテリーの安全
性と性能の向上に対する市場の強いニーズに応えることができるでしょう。

元記事: https://www.azom.com/materials-news-index.aspx

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azom.com/materials-news-index.aspx


#28 アイルランド初のセメントフリー3Dプリントジオポ
リマー開発、持続可能な建築の新時代へ

概要

アイルランドで、国内初となるセメントフリーの3Dプリントジオポリマーが開発され
ました。この革新的な建築材料は、従来のセメント製造に伴う大量のCO2排出を削減
し、環境負荷の低い建設を可能にします。ジオポリマー技術は、産業廃棄物を原材料

として利用できるため、資源の有効活用にも貢献します。本開発は、持続可能な建築
の未来を切り開く上で重要な一歩であり、建設業界の環境性能を向上させる大きな可
能性を秘めています。

公開日 2026年07月15日  Phys.org  アメリカ



詳細

主要成果

アイルランドにおいて、同国初のセメントフリー3Dプリントジオポリマーが開発され、
持続可能な建築材料の分野で画期的な進歩が達成されました。この新材料は、従来のポ
ルトランドセメントの使用を完全に排除することで、製造過程における二酸化炭素排出
量を大幅に削減します。

技術・臨床詳細

開発されたジオポリマーは、フライアッシュや高炉スラグといった産業廃棄物をアルカ
リ活性化剤と反応させることで生成されます。このプロセスは、セメント製造に必要な
高温焼成工程が不要なため、エネルギー消費とCO2排出量を大幅に削減できます。さら
に、3Dプリント技術との融合により、複雑な構造を持つ建築部材を効率的かつ精密に製
造することが可能です。これにより、材料の無駄を最小限に抑えつつ、設計の自由度が
高まり、建設コストと工期の短縮にも寄与します。特に、ジオポリマーは優れた圧縮強
度と耐久性を持ち、従来のコンクリートと同等以上の性能を発揮することが確認されて
います。

背景・業界文脈

建設業界は、世界のCO2排出量の約10%を占めるセメント製造が主要な環境負荷源の一
つとされています。このため、環境に優しい代替材料の開発は、喫緊の課題となってい
ます。ジオポリマー技術は、こうした課題に対する有望なソリューションとして、近年
注目を集めています。3Dプリント技術と組み合わせることで、建築プロセスの効率化と
資源利用の最適化を同時に実現し、循環型経済の構築に貢献できると期待されていま
す。アイルランドでの今回の開発は、同国のグリーン建築推進戦略においても重要な位
置づけとなります。



今後の展望

セメントフリー3Dプリントジオポリマーは、今後の建築業界において大きな変革をもた
らす可能性を秘めています。特に、インフラ整備、災害復旧住宅、モジュール式建築な
ど、様々な分野での応用が期待されます。商用化に向けたさらなる研究開発と標準化が
進めば、持続可能な建設が主流となる未来において、この技術が中核的な役割を果たす
ことになるでしょう。これにより、都市開発における環境負荷低減と資源効率の向上が
期待されます。

元記事: https://phys.org/chemistry-news/materials-science/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://phys.org/chemistry-news/materials-science/


#29 強度を維持したまま熱を遮断する新プラスチック開
発、自動車・電子機器の軽量化と熱制御に貢献

概要

科学者たちは、強度を損なうことなく熱を効果的に遮断する新しい種類のプラスチッ
クを開発しました。この画期的な材料は、軽量性と優れた熱制御能力を両立させ、自
動車、電子機器、航空宇宙などの分野における応用を大きく広げます。従来の熱遮断

材料は重いか、強度が不足する傾向がありましたが、この新プラスチックはこれらの
課題を克服します。本技術は、エネルギー効率の向上と製品の小型化・高性能化に不
可欠な進歩です。

公開日 2026年07月14日  SciTechDaily  アメリカ



詳細

主要成果

研究者たちは、その機械的強度を維持したまま、優れた熱遮断性能を発揮する画期的な
プラスチック材料の開発に成功しました。この新材料は、軽量でありながら熱の流れを
効率的にブロックすることができ、多岐にわたる産業分野での応用が期待されます。

技術・臨床詳細

開発されたプラスチックは、特殊な高分子構造設計とナノスケールでの材料複合化技術
を駆使して実現されました。具体的には、熱伝導性の低いポリマーマトリックス内に、
熱流を遮断する効果を持つ特定のナノフィラーを均一に分散させることで、材料全体の
熱伝導率を劇的に低下させています。同時に、高分子鎖間の相互作用を最適化すること
で、従来の熱遮断材料が抱えていた「熱遮断性と強度・柔軟性のトレードオフ」の問題
を克服しました。この結果、例えば同じ厚さの従来のプラスチックと比較して、熱伝導
率を大幅に低減しつつ、引張強度を向上させることが可能になりました。これにより、
自動車部品の軽量化、高性能電子機器の放熱管理、断熱材としての建築用途など、幅広
い分野で高効率な熱制御が求められる場面での利用が期待されます。

背景・業界文脈

現代社会では、エネルギー効率の向上が喫緊の課題であり、あらゆる機器や構造物にお
いて熱損失の最小化が求められています。特に、電気自動車（EV）のバッテリーパッ
ク、スマートフォンのプロセッサ、建築物の断熱材などでは、軽量かつ高強度で優れた
熱管理能力を持つ材料が不可欠です。しかし、従来の金属やセラミックスなどの高強度
材料は重く、発泡プラスチックなどの断熱材は強度が不足するという問題がありまし
た。この新プラスチックは、これらの課題を同時に解決する可能性を秘めており、次世
代の製品設計に新たな選択肢を提供します。



今後の展望

強度を維持したまま熱を遮断できるこのプラスチックは、多くの産業に革命をもたらす
潜在力を持っています。自動車業界では、バッテリーの熱暴走リスクを低減しつつ軽量
化を進め、EVの航続距離と安全性の向上に貢献するでしょう。電子機器分野では、小型
化・高集積化が進むデバイスの過熱問題を解決し、信頼性と性能を向上させます。さら
に、航空宇宙分野や医療機器分野でも、そのユニークな特性が活かされることが期待さ
れます。量産化に向けた技術開発が進めば、持続可能で高性能な製品の普及を加速させ
る重要な材料となるでしょう。

元記事: https://scitechdaily.com/tag/materials-science/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/tag/materials-science/


#30 Patsnapが「2026年高エントロピー合金微細構造制御
特許ランドスケープ」を発表、中国が技術革新を主導

概要

本記事は、Patsnapが発行した市場調査レポート「2026年高エントロピー合金微細構造
制御特許ランドスケープ」の概要紹介です。このレポートは、高エントロピー合金
（HEA）の微細構造制御に関する特許状況を分析し、特に中国の学術機関がこの分野

の技術革新を主導していることを明らかにしています。北京理工大学が特許出願数で
トップに立っており、HEA技術は持続的な成長を示しています。本調査は、HEA分野
の研究開発動向と主要プレイヤーを理解する上で重要な情報を提供します。

公開日 2026年07月15日  Patsnap  中国



詳細

本記事はPatsnapが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

このレポートは、「2026年高エントロピー合金（HEA）微細構造制御特許ランドスケー
プ」と題され、高エントロピー合金の微細構造制御に関する世界の特許出願状況を詳細
に分析しています。調査対象市場は高エントロピー合金技術全般であり、地理的な焦点
は特に特許活動が活発な国や地域に置かれています。調査期間は、過去数年間の特許出
願データを網羅し、2026年時点の最新動向を反映しています。

主要な調査結果

**中国の支配的地位:** レポートによると、高エントロピー合金の微細構造制御に関
する特許出願は、中国の学術機関が圧倒的に多く、この分野における技術革新を主導
しています。これは、中国政府が新材料研究に重点的に投資していることを反映して
いると考えられます。

**北京理工大学のリーダーシップ:** 特に、北京理工大学は、この分野における特許
出願数で世界をリードしており、その研究開発能力の高さを示しています。同大学
は、HEAの組成設計、製造プロセス、特性評価に関する多様な特許を保有していま
す。

**持続的な成長:** HEA微細構造制御技術の特許活動は、近年持続的な成長を示して
おり、今後もこの分野への投資と研究開発が活発に続くことが予測されます。これ
は、航空宇宙、エネルギー、防衛産業など、高性能材料を必要とする分野からの需要
の高まりを背景としています。

発行会社について

Patsnapは、AIを活用したイノベーションインテリジェンスプラットフォームを提供す
るリーディングカンパニーです。特許、研究論文、企業情報などの広範なデータを分析
し、企業が研究開発戦略を策定し、競争優位性を確立するためのインサイトを提供して
います。同社のプラットフォームは、世界中の企業、大学、研究機関で利用されていま
す。

元記事: https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/high-entropy-alloy-microstructure-control-

https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/high-entropy-alloy-microstructure-control-patent-landscape/


patent-landscape/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/high-entropy-alloy-microstructure-control-patent-landscape/


#31 PicoQuantがE-MRS 2026で先進材料特性評価用の時
間分解フォトルミネッセンス顕微鏡「Solira」を発表

概要

PicoQuant社は、E-MRS Spring Meeting 2026において、先進材料の特性評価に特化し
た新しい時間分解フォトルミネッセンス（TRPL）顕微鏡「Solira」を発表しました。こ
の革新的なシステムは、半導体、ペロブスカイト、量子ドットなどのナノ材料の研究

において、空間的、時間的、スペクトル情報を組み合わせた詳細な分析を可能にしま
す。Soliraは、材料科学者が電子構造とエネルギーダイナミクスを深く理解するための
強力なツールを提供し、次世代材料の開発を加速させます。この発表は、材料分析技

術における重要な進歩を示すものです。

公開日 2026年07月17日  AZoM  イギリス



詳細

主要成果

PicoQuant社は、2026年のE-MRS Spring Meetingで、先進材料の包括的な特性評価を可
能にする革新的な時間分解フォトルミネッセンス（TRPL）顕微鏡システム「Solira」を
正式に発表しました。この新システムは、材料科学研究における電子励起状態のダイナ
ミクスを、かつてない精度で解明します。

技術・臨床詳細

Soliraシステムは、高分解能の光学顕微鏡と、時間相関単一光子計数（TCSPC）技術に
基づく超高速時間分解測定機能を統合しています。これにより、ユーザーは材料のフォ
トルミネッセンス寿命、スペクトル、量子効率、そしてそれらの空間分布を同時に測定
することができます。特に、半導体デバイスの欠陥分析、ペロブスカイト太陽電池の電
荷キャリアダイナミクス、量子ドットの光物理的特性評価など、多岐にわたる先進材料
研究に威力を発揮します。Soliraは、ナノメートルスケールの空間分解能と、ピコ秒レ
ベルの時間分解能を両立させ、材料内部の電子・励起子輸送メカニズムや再結合経路を
詳細にマッピングすることを可能にします。これにより、材料の性能を決定する根本的
な物理現象を深く理解するためのデータが得られます。

背景・業界文脈

次世代の電子デバイス、太陽電池、量子技術、光触媒などの開発には、材料の光学的・
電子的特性を精密に理解し、制御することが不可欠です。従来の特性評価手法では、空
間情報と時間情報を同時に高精度で取得することが困難であり、材料の真の挙動を捉え
きれないという課題がありました。PicoQuantのSoliraは、これらの課題に対応し、材料
科学者がより効率的かつ正確に研究を進めるための強力なソリューションを提供しま
す。これにより、研究開発のサイクルを加速し、新材料の発見から実用化までの期間を
短縮することが期待されます。



今後の展望

PicoQuantのSolira時間分解フォトルミネッセンス顕微鏡は、材料科学分野における標準
的な分析装置となる可能性を秘めています。この技術は、特に半導体産業における品質
管理、新エネルギー材料の開発、基礎物理学研究において重要な役割を果たすでしょ
う。将来的には、より複雑な多層構造材料や生体材料への応用も視野に入れられてお
り、材料研究のフロンティアをさらに拡大することが期待されます。Soliraの導入によ
り、研究者たちは材料の隠れた特性を明らかにし、より高性能で革新的な製品の創出に
貢献できるでしょう。

元記事: https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65629

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azom.com/news.aspx?newsID=65629


#32 西北工業大学、通電で接着力400倍の超薄型スマート
接着材料を開発：チップ製造等に応用期待

概要

西北工業大学の研究者らが、電流を加えることで接着力が400倍に増強される紙のよう
に薄いスマート接着材料を開発しました。この革新的な材料は、10ポンド（約4.5kg）
のダンベルを容易に持ち上げるほどの強力なグリップ力を示します。チップ製造、ソ

フトロボティクス、精密組立といった分野での活用が期待されており、特に微細な部
品の取り扱いや仮固定が必要な場面で大きな進歩をもたらすでしょう。この技術は、
既存の接着方法に比べて高い精度と制御性を提供し、製造プロセスの効率と信頼性を

向上させる可能性を秘めています。

公開日 2026年07月13日  Industry Events (Pandaily)  中国



詳細

主要成果

西北工業大学の研究チームは、通電することで接着力が驚異的な400倍に向上する、紙
のように薄い画期的なスマート接着材料を発表しました。この新素材は、最小限の電力
供給で強力なグリップ力を発揮し、その実証実験では10ポンド（約4.5kg）のダンベル
を容易に保持する能力が示されました。これは、微細な操作と強力な接着が同時に求め
られる多様な産業分野において、既存技術の限界を大きく押し広げるものです。

技術・臨床詳細

開発されたスマート接着材料は、特定の電気信号によってその表面構造や化学的性質が
変化し、接着面積あたりの引張強度を劇的に向上させます。この「電化活性化グリッ
プ」は、特にデリケートな電子部品の取り扱いや、一時的な固定が頻繁に発生する精密
組立工程において、従来の機械的なクランプや真空グリッパーに比べて格段に高い精度
と柔軟性を提供します。紙のように薄い形状は、設置場所の制約を大幅に軽減し、チッ
プ製造のような高密度な環境でも適用可能です。

背景・業界文脈

現代の製造業、特にエレクトロニクスやロボティクスの分野では、より小型で複雑な部
品の精密な取り扱いが不可欠となっています。従来の接着剤は、除去が困難であった
り、残留物を残したりする問題があり、機械的グリッパーは繊細な部品を損傷するリス
クがありました。このスマート接着材料は、これらの課題に対するクリーンで効率的、
かつ再利用可能なソリューションを提供します。これにより、製造プロセスの自動化と
品質管理が一段と進化することが期待されます。

今後の展望

この技術は、チップ製造ラインでのウェハの搬送や、ソフトロボットアームによる不規
則な形状の物体把握、医療機器の精密な位置決めなど、広範な応用が期待されます。研
究者とエンジニアは、この材料のさらなる最適化と耐久性の向上を通じて、産業界にお
ける新たな製造パラダイムを確立し、より高度な自動化ソリューションを構築するため
の基盤となることを見込んでいます。将来的には、スマートテキスタイルやウェアラブ
ルデバイスへの応用も視野に入っています。



元記事: https://www.industryevents.com/news/paper-thin-smart-material-adhesion-increased-400x-

npu-discovers-electric-activat-20260713

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.industryevents.com/news/paper-thin-smart-material-adhesion-increased-400x-npu-discovers-electric-activat-20260713
https://www.industryevents.com/news/paper-thin-smart-material-adhesion-increased-400x-npu-discovers-electric-activat-20260713


#33 IAG Firemark Ventures、次世代カーボンナノチュー
ブ材料のGalvornに投資：持続可能な電化・データ伝送を
加速

概要

IAGのコーポレートベンチャーキャピタル部門であるFiremark Venturesは、次世代カー

ボンネガティブ材料を手がけるスタートアップGalvornへの投資を発表しました。
Galvornは、軽量で高い導電性を持つカーボンナノチューブ材料を繊維、フィルム、布
として提供しており、持続可能な電化やデータ伝送用途において革新的な代替品とな

ることが期待されます。この戦略的投資は、保険、気候変動対策、サプライチェーン
の分野における革新的なスタートアップ支援の一環であり、サステナビリティと高性
能材料の融合を促進します。同社の技術は、従来の金属材料に代わる低コストで環境

に優しいソリューションを提供し、多岐にわたる産業に影響を与えるでしょう。

公開日 2026年07月14日  Firemark Ventures (IAG)  オーストラリア



詳細

主要成果

IAGのコーポレートベンチャーキャピタル部門であるFiremark Venturesは、次世代のカ
ーボンネガティブ材料の開発に取り組むスタートアップ企業Galvornへ投資を行ったこ
とを発表しました。この投資は、保険、気候変動対策、サプライチェーンの各分野でイ
ノベーションを推進するスタートアップを支援するFiremark Venturesの戦略の一環で
す。Galvornは、軽量かつ高導電性のカーボンナノチューブ材料を繊維、フィルム、布
の形態で提供しており、電化およびデータ伝送用途における持続可能な代替品として大
きな可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

Galvornが開発するカーボンナノチューブ材料は、独自の製造プロセスにより、従来の
金属材料と比較して大幅な軽量化と優れた導電性を両立しています。これらの材料は、
繊維状、薄膜状、あるいは布状に加工できる柔軟性を持ち、例えばEV用軽量ケーブル、
高性能センサー、スマートテキスタイル、電磁波シールド材といった幅広いアプリケー
ションでの利用が想定されています。カーボンナノチューブはその構造的特性により、
極めて高い強度と熱安定性も持ち合わせており、過酷な環境下での使用にも適していま
す。

背景・業界文脈

現代産業は、環境負荷の低減と高性能化の両立という課題に直面しています。特に、電
化の進展やデータ通信量の爆発的増加に伴い、軽量で高効率な導電材料への需要が高ま
っています。Galvornのカーボンナノチューブ材料は、レアアースなどの希少金属に依
存せず、製造プロセスにおけるエネルギー消費も削減できるため、環境負荷を低減しつ
つ、サプライチェーンの持続可能性を向上させるソリューションとして注目されていま
す。この技術は、自動車、航空宇宙、エレクトロニクス、建設など、多岐にわたる産業
分野に影響を与える可能性があります。



今後の展望

Firemark Venturesからの投資により、Galvornは製品開発と市場展開を加速させること
が期待されます。これにより、カーボンナノチューブ材料の製造スケールアップとコス
ト削減が進み、より幅広い産業での採用が促進されるでしょう。将来的には、既存の金
属材料市場の一部を代替し、持続可能な社会の実現に貢献するキーテクノロジーとなる
可能性があります。投資家や業界は、同社の技術がもたらす革新的な影響と、環境性能
と機能性を両立させる新材料としての潜在力に大きな関心を寄せています。

元記事: https://www.iag.com.au/newsroom/company/firemark-ventures-backs-innovative-startups

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.iag.com.au/newsroom/company/firemark-ventures-backs-innovative-startups


#34 ドイツの新興企業、土壌ベースのロボット3Dプリン
ト技術で持続可能な建設を推進：材料廃棄物を大幅削減

概要

ドイツのディープテック建築研究スタートアップが、土壌ベースの材料、ロボット式
積層造形、AIサポート設計最適化を組み合わせた革新的な建設技術を発表しました。
この技術は、建材の製造において材料廃棄物を大幅に削減し、資源効率を飛躍的に向

上させることを目指しています。特に、現地で調達可能な土壌を主要な建材として利
用することで、輸送コストと環境負荷を低減し、持続可能な循環型建設への道を拓き
ます。同社は現在、技術検証、パイロットプロジェクト、市場展開のための協力パー

トナーと投資を模索しています。

公開日 2026年07月09日  Enterprise Europe Network  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのディープテック建築研究スタートアップは、持続可能で循環型の建設を可能に
する、革新的な3Dプリンティング技術を開発しました。この技術は、現地で入手可能な
土壌ベースの材料、高度なロボット式積層造形、そしてAIによる設計最適化を統合して
おり、従来の建設プロセスと比較して材料廃棄物を大幅に削減し、資源効率を劇的に向
上させることを目標としています。このアプローチにより、環境負荷の低い建築が実現
可能となります。

技術・臨床詳細

同社の建設技術は、まず地元の土壌を採取し、特定の配合で処理した後、ロボットアー
ムに搭載された3Dプリンターによって構造物を直接造形します。AIは、構造強度、断熱
性、および材料使用量を最適化するための設計パラメーターをリアルタイムで分析し、
最適な建築形状と材料配置を提案します。このプロセスは、従来のブロックやコンクリ
ートを用いた建設に比べて、建設現場での廃棄物をほぼゼロに近づけ、必要な材料の輸
送距離とそれに伴うCO2排出量を削減します。さらに、材料の再利用性が高く、建築物
のライフサイクル全体での環境負荷を低減します。

背景・業界文脈

建設業界は、世界的な温室効果ガス排出量と資源消費量の主要な貢献者の一つであり、
持続可能性への移行が喫緊の課題となっています。土壌を主成分とする建材は、その豊
富な供給と低加工性から古くから利用されてきましたが、現代的な建設基準や設計の複
雑さに対応することは困難でした。このドイツのスタートアップの技術は、伝統的な知
恵と最先端のロボティクスおよびAIを融合させることで、この課題を克服し、高品質で
環境に優しい建築ソリューションを提供します。これは、建設分野におけるゲームチェ
ンジャーとなる可能性を秘めています。



今後の展望

現在、同社は技術のさらなる検証、大規模なパイロットプロジェクトの実施、そして市
場展開を加速するための研究協力、技術支援を伴う商業契約、および投資パートナーを
積極的に求めています。この技術が広く採用されれば、建設コストの削減、工期の短
縮、そして地球環境への貢献という多面的なメリットが期待されます。特に、発展途上
国や災害復興地域における迅速かつ持続可能な住居建設への応用も視野に入れられてお
り、その社会的インパクトは計り知れません。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHNu7gKwssTxQG-

wOTu3T_kUDJYlDRxITmtPdZlgez2xr9LlopFHM54cymJqc3MQ4pviOkrzDuPbO2iV1dasx3nJKVLZXmHFaI-

jzYD7HYjWaFFgzbNBg0muFflM3t5Lr1rKdTzvYBgDNGlRAmF-

oYlazHObYFwlIrYPSEcbAcd2_amJ8AJ_lraQu41KmecFbrjNJXzm7HkMiQnBV23abHpMnHOI5ILYuZBLlpuQ==

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHNu7gKwssTxQG-wOTu3T_kUDJYlDRxITmtPdZlgez2xr9LlopFHM54cymJqc3MQ4pviOkrzDuPbO2iV1dasx3nJKVLZXmHFaI-jzYD7HYjWaFFgzbNBg0muFflM3t5Lr1rKdTzvYBgDNGlRAmF-oYlazHObYFwlIrYPSEcbAcd2_amJ8AJ_lraQu41KmecFbrjNJXzm7HkMiQnBV23abHpMnHOI5ILYuZBLlpuQ==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHNu7gKwssTxQG-wOTu3T_kUDJYlDRxITmtPdZlgez2xr9LlopFHM54cymJqc3MQ4pviOkrzDuPbO2iV1dasx3nJKVLZXmHFaI-jzYD7HYjWaFFgzbNBg0muFflM3t5Lr1rKdTzvYBgDNGlRAmF-oYlazHObYFwlIrYPSEcbAcd2_amJ8AJ_lraQu41KmecFbrjNJXzm7HkMiQnBV23abHpMnHOI5ILYuZBLlpuQ==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHNu7gKwssTxQG-wOTu3T_kUDJYlDRxITmtPdZlgez2xr9LlopFHM54cymJqc3MQ4pviOkrzDuPbO2iV1dasx3nJKVLZXmHFaI-jzYD7HYjWaFFgzbNBg0muFflM3t5Lr1rKdTzvYBgDNGlRAmF-oYlazHObYFwlIrYPSEcbAcd2_amJ8AJ_lraQu41KmecFbrjNJXzm7HkMiQnBV23abHpMnHOI5ILYuZBLlpuQ==
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHNu7gKwssTxQG-wOTu3T_kUDJYlDRxITmtPdZlgez2xr9LlopFHM54cymJqc3MQ4pviOkrzDuPbO2iV1dasx3nJKVLZXmHFaI-jzYD7HYjWaFFgzbNBg0muFflM3t5Lr1rKdTzvYBgDNGlRAmF-oYlazHObYFwlIrYPSEcbAcd2_amJ8AJ_lraQu41KmecFbrjNJXzm7HkMiQnBV23abHpMnHOI5ILYuZBLlpuQ==


#35 ChemRxivで発表：ペロブスカイト半導体向けAI駆動
型ロボットデータ管理が材料発見を加速

概要

ChemRxivに、ペロブスカイト半導体コミュニティからの視点として、信頼できるAIの
ためのロボットデータ管理に関するプレプリントが発表されました。この研究は、自
動化されたプラットフォームが実験の実行とデータ駆動型意思決定を加速する可能性

を強調しています。このアプローチは、新しい機能性材料の発見、設計、開発にかか
る時間とコストを大幅に削減することが期待されています。特に、複雑なペロブスカ
イト材料系の探索において、従来の試行錯誤的な手法に比べて効率を飛躍的に向上さ

せるでしょう。

公開日 日付不明  ChemRxiv  不明



詳細

主要成果

ChemRxivに公開されたプレプリントは、ペロブスカイト半導体コミュニティにおける
信頼できるAIのためのロボットデータ管理の重要性を提示しています。この研究は、自
動化された実験プラットフォームとAIを活用したデータ駆動型意思決定の統合が、新機
能性材料の発見、設計、開発のプロセスを劇的に加速し、それに伴う時間とコストを大
幅に削減する潜在能力を持つことを強調しています。これは材料科学分野における研究
パラダイムの変革を示唆するものです。

技術・臨床詳細

提案されているロボットデータ管理システムは、自律的に実験を実行し、そこから得ら
れた膨大な量のデータを収集、整理、分析します。AIアルゴリズムは、このデータスト
リームからパターンを識別し、仮説を生成し、次の最適な実験条件を提案することで、
人間による介入なしに材料探索サイクルを自動化します。特に、ペロブスカイト半導体
のような組成や構造のバリエーションが非常に多い材料系において、従来のランダムな
実験設計では到達困難な最適な材料特性を効率的に探索することが可能になります。こ
れにより、データの品質と再現性が向上し、研究の信頼性が高まります。

背景・業界文脈

新機能性材料の発見と開発は、エネルギー、エレクトロニクス、医療など多岐にわたる
産業の進歩に不可欠です。しかし、このプロセスは伝統的に時間と資源を大量に消費
し、多くの試行錯誤を伴います。近年のAIとロボティクス技術の進展は、このボトルネ
ックを解消する大きな可能性を秘めています。特にペロブスカイト半導体は、太陽電池
やLEDなどの分野で高い性能を示していますが、その安定性や長期信頼性の課題を解決
するためには、より効率的な材料探索が不可欠です。本研究は、この課題に対する有望
なソリューションを提供します。



今後の展望

このロボットデータ管理とAIの統合アプローチは、ペロブスカイト半導体だけでなく、
他の複雑な機能性材料（例えば金属有機構造体（MOF）や高分子材料）の探索にも応用
できる汎用性の高さを持っています。将来的には、「マテリアルズ・ゲノム・イニシア
ティブ」のような国家的プロジェクトを加速し、新材料開発のサイクルを数年から数ヶ
月に短縮する可能性があります。研究者と投資家は、この技術がもたらす研究開発効率
の向上と、それによって解き放たれるイノベーションの波に大きな期待を寄せていま
す。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/pdf/10.26434/chemrxiv.15005693

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/pdf/10.26434/chemrxiv.15005693


#36 MDPI論文：PEGを用いた水性ポリウレタン固固相変
化材料が液漏れなく温度調節繊維へ貢献

概要

MDPI Polymersに発表された論文で、ポリエチレングリコール（PEG）を導入した架橋
型水性ポリウレタン固固相変化材料（PUSSPCMs）が温度調節繊維向けに開発されま
した。この新材料は、加熱プロセス中も液漏れを起こさず、高い潜熱容量と優れた熱

安定性を示します。これにより、次世代のスマートテキスタイルやアパレル製品にお
ける熱エネルギー貯蔵の新たなソリューションとしての大きな可能性を秘めていま
す。特に、着用者の快適性を向上させつつ、エネルギー効率の高い衣料品設計に貢献

するでしょう。

公開日 2026年07月13日  ResearchGate (MDPI Polymers)  不明



詳細

主要成果

MDPI Polymers誌に掲載された研究論文は、ポリエチレングリコール（PEG）を組み込
んだ架橋型水性ポリウレタン固固相変化材料（PUSSPCMs）が、温度調節機能を持つテ
キスタイル向けに開発されたことを報告しています。この革新的な材料は、相変化プロ
セス中に液漏れを一切起こさないという重要な利点を持ち、同時に高い潜熱容量と優れ
た熱安定性を示しました。これは、スマートテキスタイル分野における熱管理技術の大
きな進歩を意味します。

技術・臨床詳細

開発されたPUSSPCMsは、水性ポリウレタンネットワーク内にPEGセグメントを化学的
に架橋することで構築されています。この架橋構造が、PEGの融解・凝固による相変化
が起こっても、材料全体として固体状態を維持することを可能にしています。これによ
り、加熱または冷却時に潜熱を吸収・放出する際に、従来の相変化材料（PCM）で問題
となっていた液漏れのリスクが完全に排除されます。実験では、この材料が高い熱貯蔵
能力（潜熱容量）と、繰り返しの加熱・冷却サイクルに対する安定性を示し、テキスタ
イルの耐久性要件を満たすことが確認されました。

背景・業界文脈

温度調節機能を持つスマートテキスタイルは、スポーツウェア、保護服、医療用衣料、
一般的なアパレル製品など、幅広い分野で需要が高まっています。従来のPCMを繊維に
組み込む試みは多く行われてきましたが、液漏れや低い耐久性、加工性の問題が実用化
の大きな障壁となっていました。PUSSPCMsは、水性ベースであるため製造プロセスが
環境に優しく、架橋構造による液漏れ防止と優れた熱特性を両立することで、これらの
課題を克服します。これにより、より快適で機能的な衣料品開発への道が開かれます。



今後の展望

このPUSSPCMs技術は、熱エネルギー貯蔵の分野における新たなパラダイムを確立する
可能性を秘めています。テキスタイル分野への応用にとどまらず、建築材料、電子機器
の熱管理、さらには自動車内装など、幅広い分野での展開が期待されます。研究者とエ
ンジニアは、材料のさらなる最適化、生産コストの削減、および大規模製造プロセスの
開発に注力するでしょう。これにより、消費者は一年を通してより快適な環境で過ごせ
るようになり、産業界はエネルギー効率の高い革新的な製品を生み出すことが可能にな
ります。投資家は、スマートテキスタイルおよび熱管理市場におけるこの技術の潜在的
な成長に大きな関心を寄せるでしょう。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/409249241_Crosslinked_Waterborne_Polyurethane_Solid-

Solid_Phase_Change_Materials_with_Polyethylene_Glycol_for_Thermoregulating_Textiles

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/409249241_Crosslinked_Waterborne_Polyurethane_Solid-Solid_Phase_Change_Materials_with_Polyethylene_Glycol_for_Thermoregulating_Textiles
https://www.researchgate.net/publication/409249241_Crosslinked_Waterborne_Polyurethane_Solid-Solid_Phase_Change_Materials_with_Polyethylene_Glycol_for_Thermoregulating_Textiles


#37 ChemRxivで発表：MOFEvolveが文献データ駆動で実
験的MOFの効率的探索と設計を可能に

概要

ChemRxivに、文献データ駆動型で実験的なMOF（金属有機構造体）の進化を可能にす
るフレームワーク「MOFEvolve」に関するプレプリントが発表されました。この研究
は、新しく公開された実験知識を文献ベースのMOF計算による発見プロセスに統合す

る枠組みを確立します。これにより、MOFの材料探索と設計が大幅に加速され、ガス
貯蔵、分離、触媒などの応用における高性能材料開発の効率が向上することが期待さ
れます。特に、膨大なMOFの設計空間から最適な材料を迅速に見つけ出す上で重要な

進歩です。

公開日 日付不明  ChemRxiv  不明



詳細

主要成果

ChemRxivに発表されたプレプリントは、「MOFEvolve」という革新的なフレームワー
クを提示しています。MOFEvolveは、文献から得られた最新の実験知識を、計算による
金属有機構造体（MOF）の発見プロセスにシームレスに統合することを可能にします。
このアプローチにより、MOFの設計と探索が大幅に効率化され、ガス貯蔵、分離、触
媒、センサーといった多岐にわたる応用分野における高性能材料の開発を加速すること
が期待されます。これは、データ駆動型材料科学の進展において重要なマイルストーン
となります。

技術・臨床詳細

MOFEvolveフレームワークは、自然言語処理（NLP）と機械学習（ML）技術を組み合わ
せて、MOFに関する科学文献から構造データ、合成条件、性能データなどの実験情報を
自動的に抽出します。この抽出された知識は、既存の計算データベースや予測モデルと
統合され、MOFの新しい設計空間を探索するためのインテリジェントなガイドとして機
能します。例えば、特定のガス吸着特性を持つMOFを設計する場合、MOFEvolveは関連
する文献データから成功した合成経路や構造モチーフを学習し、計算で生成された仮想
MOFの評価と最適化を支援します。これにより、従来の試行錯誤的な実験アプローチに
比べて、はるかに少ないリソースで有望な候補を絞り込むことが可能になります。

背景・業界文脈

金属有機構造体（MOF）は、その高い多孔性、調整可能な細孔サイズ、多様な化学構造
から、様々な産業分野で大きな期待を集めています。しかし、MOFの理論的な設計空間
は非常に広大であり、実験的に全ての可能性を探求することは現実的ではありません。
既存の計算手法は有望な候補を特定するのに役立ちますが、最新の実験結果をリアルタ
イムで取り入れるメカニズムが不足していました。MOFEvolveは、このギャップを埋
め、計算予測と実験的検証の間のフィードバックループを強化することで、MOFの研究
開発プロセスを加速させる鍵となります。



今後の展望

MOFEvolveのような文献駆動型材料探索フレームワークは、MOF分野だけでなく、他の
機能性材料（例えば、高エントロピー合金、ペロブスカイトなど）の発見と設計にも応
用できる汎用性の高さを持っています。この技術が成熟すれば、研究開発のサイクルを
大幅に短縮し、より迅速に高性能な新材料を市場に投入できるようになるでしょう。こ
れは、エネルギー効率の向上、環境問題の解決、新しい製造技術の開発など、グローバ
ルな課題に対応するための基盤技術として、研究者、エンジニア、投資家から大きな注
目を集めることになります。

元記事: https://chemrxiv.org/doi/pdf/10.26434/chemrxiv.15005453

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/doi/pdf/10.26434/chemrxiv.15005453


#38 Würth Elektronik、バクテリアセルロース製の持続可
能な回路基板「Cellutronik」プロジェクトを開始

概要

Würth Elektronik Circuit Board Technologyは、ドイツ連邦研究・技術・宇宙省
（BMFTR）の資金提供を受け、持続可能な回路基板開発プロジェクト「Cellutronik」
を立ち上げました。このプロジェクトでは、バクテリアセルロースを次世代電子機器

の回路基板の代替基材として利用し、環境負荷の低い電子ソリューションの実現を目
指します。バクテリアセルロースは、バイオ由来で高い生分解性を持つため、電子廃
棄物問題の解決に貢献し、循環型経済に合致する新たなエレクトロニクス材料として

注目されます。これは電子産業における材料革命の第一歩となる可能性があります。

公開日 2026年07月09日  Würth Elektronik  ドイツ



詳細

主要成果

Würth Elektronik Circuit Board Technologyは、ドイツ連邦研究・技術・宇宙省
（BMFTR）の強力な支援のもと、共同プロジェクト「Cellutronik」を始動させました。
この画期的なプロジェクトの主要目標は、バクテリアセルロースを次世代電子機器の回
路基板の代替基材として確立し、持続可能なエレクトロニクスソリューションの開発を
加速することです。これは、電子廃棄物の削減と資源効率の向上という、現代社会の喫
緊の課題に対する有望な回答となるものです。

技術・臨床詳細

バクテリアセルロースは、特定のバクテリアが生成する天然の高分子であり、優れた機
械的強度、高い純度、そして優れた生分解性を持っています。Cellutronikプロジェクト
では、このバクテリアセルロースを電子回路基板に適した形で加工するための研究開発
に注力します。具体的には、既存のプリント基板製造プロセスとの互換性を確保しつ
つ、バクテリアセルロース基板の誘電特性、熱安定性、寸法安定性を最適化します。こ
れにより、環境負荷の高い従来のガラス繊維強化プラスチック（FR-4など）に代わる、
高性能かつ持続可能な基板材料の実現を目指します。

背景・業界文脈

電子機器の急速な普及は、電子廃棄物（E-waste）の増大という環境問題を引き起こし
ています。従来の電子機器は、リサイクルが困難な複合材料や有害物質を含んでおり、
その処理は大きな課題です。この背景から、バイオ由来で生分解性のある材料をエレク
トロニクスに導入する研究が世界的に進められています。バクテリアセルロースはその
特性から、特にフレキシブルエレクトロニクスやIoTデバイス向けの持続可能な基板材
料として大きな期待が寄せられています。Cellutronikプロジェクトは、この分野におけ
る欧州のリーダーシップを確立することを目指しています。



今後の展望

Cellutronikプロジェクトの成功は、電子産業における材料の選択肢を大きく広げ、環境
フットプリントの削減に貢献するでしょう。この技術が実用化されれば、より多くの電
子製品がライフサイクル終了後に容易に分解・リサイクルできるようになり、循環型経
済の実現に一歩近づきます。研究者、エンジニア、投資家は、この「グリーンエレクト
ロニクス」のトレンドが、電子機器の設計、製造、そして消費のあり方を根本的に変革
する可能性に注目しています。将来的には、バクテリアセルロース基板がスマートパッ
ケージング、使い捨てセンサー、医療診断ツールなどにも応用される可能性がありま
す。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGghJVBzPrk9q2Bwfb1N16MLlavfe_z4gYF44OPxuv2q_UdxpaxRAcyZXafpdMg6y8r7ECQ22tKds_

iaP55rqJMDCbGuo0MHC0odhhvl_OlUzqJsfPrD40E3TMcFHcv3AE1cIf68HAXIA9ryE0Mdl5hRCLyHHSYGnq0CdSY

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGghJVBzPrk9q2Bwfb1N16MLlavfe_z4gYF44OPxuv2q_UdxpaxRAcyZXafpdMg6y8r7ECQ22tKds_lmL7scGtHue8hW0bgVS59po-iaP55rqJMDCbGuo0MHC0odhhvl_OlUzqJsfPrD40E3TMcFHcv3AE1cIf68HAXIA9ryE0Mdl5hRCLyHHSYGnq0CdSYHO4tzHdj8xK5D7FI
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGghJVBzPrk9q2Bwfb1N16MLlavfe_z4gYF44OPxuv2q_UdxpaxRAcyZXafpdMg6y8r7ECQ22tKds_lmL7scGtHue8hW0bgVS59po-iaP55rqJMDCbGuo0MHC0odhhvl_OlUzqJsfPrD40E3TMcFHcv3AE1cIf68HAXIA9ryE0Mdl5hRCLyHHSYGnq0CdSYHO4tzHdj8xK5D7FI
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGghJVBzPrk9q2Bwfb1N16MLlavfe_z4gYF44OPxuv2q_UdxpaxRAcyZXafpdMg6y8r7ECQ22tKds_lmL7scGtHue8hW0bgVS59po-iaP55rqJMDCbGuo0MHC0odhhvl_OlUzqJsfPrD40E3TMcFHcv3AE1cIf68HAXIA9ryE0Mdl5hRCLyHHSYGnq0CdSYHO4tzHdj8xK5D7FI


#39 ACS論文：エポキシ-無水物ビトリマーネットワーク
のガラス転移と動的挙動のバランスを解明、再加工可能な
材料設計に貢献

概要

ACS Applied Polymer Materials誌に、エポキシ-無水物ビトリマーネットワークにおけ

るガラス転移温度（Tg）と動的挙動のバランスに関する詳細な研究が発表されまし
た。この研究は、構成要素の組成が硬化挙動、Tg、ネットワークアーキテクチャ、減
衰、および応力緩和挙動にどのように影響するかを包括的に調査しています。得られ

た知見は、再加工可能で化学的にリサイクル可能な材料の設計原則を確立し、持続可
能な高分子材料の開発に大きく貢献するものです。特に、ビトリマーの機能性を精密
に調整するための重要な基礎情報を提供するでしょう。

公開日 2026年07月11日  ACS Applied Polymer Materials  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Applied Polymer Materials誌に発表された最新の研究論文は、エポキシ-無水物ビト
リマーネットワークにおけるガラス転移温度（Tg）と動的挙動の複雑なバランスに関す
る包括的な理解を深めました。この研究は、ネットワークを構成する要素の組成が、材
料の硬化挙動、ガラス転移温度、内部ネットワークアーキテクチャ、粘弾性的な減衰特
性、そして応力緩和挙動にどのように影響するかを詳細に調査しています。これらの知
見は、再加工可能で化学的にリサイクル可能な次世代材料を設計するための重要なガイ
ドラインを提供し、持続可能な高分子材料科学の発展に大きく貢献するものです。

技術・臨床詳細

研究チームは、異なる比率のエポキシ樹脂と無水物硬化剤、および特定の触媒を用いて
一連のビトリマーネットワークを合成し、動的機械的分析（DMA）、示差走査熱量測定
（DSC）、および応力緩和試験などの様々な手法を用いてその熱的・機械的特性を評価
しました。その結果、無水物の種類と比率を調整することで、ガラス転移温度を広範囲
にわたって制御できることが明らかになりました。さらに、ネットワークの架橋密度と
動的な結合交換反応の速度論が、材料の再加工性や化学的リサイクル性に直接影響を与
えることが示されました。特に、特定の組成では、優れた機械的強度を維持しつつ、比
較的低温で効率的な応力緩和と再加工が可能であることが確認されています。

背景・業界文脈

従来の熱硬化性プラスチックは、優れた機械的強度、耐熱性、耐溶剤性を持つ一方で、
一度硬化すると再加工やリサイクルが非常に困難であるという欠点がありました。これ
は、プラスチック廃棄物問題の一因となっており、循環型経済への移行を阻む大きな課
題です。ビトリマーは、共有結合交換反応（transesterification, transamidationなど）を
介してネットワーク構造を可逆的に再編成できるため、熱硬化性樹脂の特性を維持しつ
つ、熱可塑性樹脂のように再加工やリサイクルが可能な「自己修復」「形状記憶」「化
学リサイクル」といったスマート機能を付与できる新興材料として注目されています。
本研究は、このビトリマーの設計原則を深めるものです。



今後の展望

本研究で得られた知見は、エポキシ-無水物ベースのビトリマーだけでなく、他の種類
のビトリマーネットワークの設計においても応用可能です。これにより、自動車、航空
宇宙、エレクトロニクス、建設など、高性能と持続可能性の両方が求められる産業分野
で、より効率的なリサイクルプロセスを持つ製品開発が加速されるでしょう。研究者と
エンジニアは、この基礎研究を基盤として、特定のアプリケーション要件に応じたビト
リマーの組成と構造を精密に調整し、実用的な製品化に向けたスケールアップ技術を開
発していくことになります。投資家は、持続可能な材料ソリューション市場におけるビ
トリマーの潜在的な成長と経済的価値に注目しています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsapm.6c01682

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsapm.6c01682


#40 ACS論文：MXeneベース防食コーティング、受動バ
リアからスマート保護へ進化

概要

ACS Publications (Chemistry of Materials)に、MXeneベースの防食コーティングに関す
る包括的なレビュー論文が発表されました。このレビューは、MXeneコーティングが
従来の受動的なバリア機能から、より高度なスマート保護機能へと進化している現

状、課題、そして展望をまとめています。MXeneは、その高いアスペクト比、調整可
能な表面終端、および強力なバリア効果により、ポリマーコーティングの防食性能を
飛躍的に向上させることが示されています。これは、インフラ、自動車、航空宇宙産

業における材料の長寿命化とコスト削減に大きく貢献するものです。

公開日 2026年07月16日  ACS Publications (Chemistry of Materials)  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Publications (Chemistry of Materials)誌に発表された最新のレビュー論文は、MXene

（マキシン）ベースの防食コーティングにおける画期的な進歩、既存の課題、そして将
来の展望を詳細に分析しています。このレビューの核心は、MXeneコーティングが従来
の単なる「受動的なバリア」としての機能を超え、「スマートな保護」を提供する材料
へと進化していることを明確に示している点です。MXeneの持つ高いアスペクト比、容
易に調整可能な表面終端、および強力な物理的バリア効果が、ポリマーコーティングの
防食性能を劇的に向上させることが、複数の研究で実証されています。

技術・臨床詳細

MXeneは、遷移金属炭化物、窒化物、または炭窒化物の二次元材料ファミリーであり、
そのユニークな層状構造と優れた電気伝導性、親水性、機械的強度から、近年急速に注
目を集めています。防食コーティングへの応用では、MXeneナノシートがポリマーマト
リックス中に均一に分散することで、腐食性物質（水、酸素、イオンなど）の透過を物
理的にブロックする迷路効果を高めます。さらに、MXeneの調整可能な表面終端（-O, -

OH, -Fなど）は、ポリマーマトリックスとの相互作用を強化し、コーティングの接着性
と機械的安定性を向上させます。一部の研究では、MXeneが自己修復機能やpH応答性
を付与することで、損傷部位での腐食を能動的に抑制する「スマート防食」の可能性も
探求されています。

背景・業界文脈

腐食は、世界経済に毎年数兆ドル規模の損害をもたらす深刻な問題であり、インフラ、
輸送、エネルギー、製造業など、ほぼ全ての産業分野に影響を与えています。環境に有
害な防食顔料（例: 六価クロム）の使用規制が強化される中で、より持続可能で高性能
な防食ソリューションへの需要が高まっています。MXeneベースのコーティングは、こ
のような背景において、既存の防食技術の限界を打破し、環境負荷を低減しながら長期
間の保護を提供する有望な代替品として浮上しています。この技術は、材料のライフサ
イクルコストを削減し、安全性を向上させる上で極めて重要です。



今後の展望

このレビューは、MXeneベースの防食コーティングが今後も急速に発展する可能性を示
唆しています。研究者とエンジニアは、MXeneの製造スケールアップ、複合コーティン
グシステムの最適化、そして長期的な耐久性と実環境での性能評価に注力していくでし
ょう。将来的には、自己修復機能やセンシング機能を備えた次世代のスマート防食コー
ティングが実用化され、構造物の安全性と寿命を飛躍的に向上させると期待されます。
投資家や産業界は、この革新的な材料がもたらす巨大な市場機会と、持続可能な社会の
実現への貢献に大きな関心を寄せています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsanm.6c01634

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsanm.6c01634


#41 MDPI論文：織りヘンプ強化ポリフルフリルアルコー
ル複合材料が高性能天然繊維複合材料の応用を促進

概要

MDPIに掲載された論文は、高性能天然繊維複合材料用途に向けた織りヘンプ強化ポリ
フルフリルアルコール（PFA）樹脂複合材料の評価に関する研究を発表しました。この
研究は、持続可能なポリマー複合材料の分野において、農業廃棄物であるヘンプ繊維

の再利用と価値化を促進するものです。これにより、環境負荷の低い高強度材料の開
発が進み、自動車、建設、パッケージングといった産業での持続可能性に貢献するこ
とが期待されます。特に、従来の石油由来材料に代わるバイオベース材料の選択肢を

広げる重要な一歩です。

公開日 2026年07月15日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIに発表された最新の研究論文は、高性能な天然繊維複合材料用途における、織り
ヘンプ強化ポリフルフリルアルコール（PFA）樹脂複合材料の包括的な評価結果を提示
しています。この研究は、持続可能なポリマー複合材料分野における重要な進歩であ
り、農業廃棄物として一般的に扱われるヘンプ繊維の再利用と高付加価値化に大きく貢
献するものです。得られた複合材料は、優れた機械的特性と環境性能を両立し、さまざ
まな産業分野での持続可能な代替材料としての可能性を示しています。

技術・臨床詳細

研究チームは、まず高品質な織りヘンプ繊維を準備し、これをバイオベースの熱硬化性
樹脂であるポリフルフリルアルコール（PFA）樹脂と組み合わせて複合材料を製造しま
した。PFAは、農業廃棄物から得られるフルフラールを原料としており、低コストで環
境に優しいだけでなく、良好な耐熱性と耐薬品性を持ちます。複合材料の製造には、圧
縮成形などの標準的なプロセスが用いられ、ヘンプ繊維の配向性や体積含有率が最終的
な機械的特性に与える影響が詳細に分析されました。その結果、特定の条件で製造され
たヘンプ強化PFA複合材料は、引張強度、曲げ強度、衝撃強度において、従来のガラス
繊維強化ポリマー複合材料に匹敵するか、一部の特性で上回る性能を示すことが確認さ
れました。また、密度が低いため、軽量化にも貢献します。

背景・業界文脈

環境意識の高まりと資源枯渇への懸念から、自動車、航空宇宙、建設、パッケージング
といった産業分野では、従来の石油由来の合成繊維複合材料に代わる、持続可能で環境
に優しい材料への需要が急速に増加しています。天然繊維（ヘンプ、亜麻、ケナフな
ど）は、低コスト、低密度、再生可能という利点を持つ一方で、機械的特性のばらつき
や吸湿性といった課題がありました。本研究は、織りヘンプ繊維の高い機械的特性と、
PFA樹脂の優れた環境適合性および耐熱性を組み合わせることで、これらの課題の一部
を克服し、高性能かつ持続可能な複合材料のギャップを埋めるものです。



今後の展望

織りヘンプ強化PFA複合材料の評価結果は、持続可能な高性能材料の設計と開発に新た
な道を開くものです。この技術がさらに発展し、大規模生産が可能になれば、自動車の
内装部品、建築物の非構造部材、スポーツ用品、家電製品の筐体など、幅広い製品への
応用が期待されます。研究者とエンジニアは、材料の長期耐久性、耐候性、および製造
プロセスの最適化に注力するでしょう。投資家は、グリーン材料市場の成長と、天然繊
維複合材料が提供する環境的および経済的メリットに大きなビジネスチャンスを見出す
ことになります。これは、循環型経済の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/2504-477X/10/7/372

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2504-477X/10/7/372


#42 ACS Nano論文：DNAベース合成凝縮体を用いたリポ
ソームの組織化と誘発放出メカニズムを解明、デリバリー
システムを革新

概要

ACS Nano誌に、DNAベースの合成凝縮体を用いたリポソームの組織化と誘発放出に関

する画期的な研究が発表されました。このモジュラープラットフォームは、膜性サブ
コンパートメントの空間分布をプログラムし、動的な貨物処理能力をサポートする
DNAベースの凝縮体の可能性を示しています。これらの機能は、細胞模倣システム、

マイクロリアクター、および標的薬物デリバリーシステムの工学設計に極めて有用で
す。特に、生体内で高効率かつ精密に薬剤を放出する次世代デリバリー技術の発展に
寄与するでしょう。

公開日 2026年07月10日  ACS Nano  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Nano誌に発表された最新の研究は、DNAベースの合成凝縮体を利用したリポソー
ムの組織化と、誘発放出メカニズムに関する画期的な発見を提示しています。このモジ
ュラーなプラットフォームは、膜性サブコンパートメントの空間分布を精密にプログラ
ムする能力と、特定の刺激に応答して内部の貨物を動的に処理・放出するDNAベース凝
縮体の可能性を明確に示しました。これは、合成生物学、ナノバイオテクノロジー、そ
してデリバリーシステム工学における大きなブレークスルーです。

技術・臨床詳細

研究チームは、相補的なDNA鎖が自己集合して形成される合成凝縮体（DNA折り紙や
DNAハイドロゲルなど）を設計しました。これらの凝縮体は、リポソーム（生体膜を模
倣した脂質二重層の小胞）の表面に結合し、リポソームの特定の配列やクラスター形成
を誘導します。さらに、pH変化、光、温度、特定の生体分子など、外部からの刺激に
よってDNA凝縮体の構造が変化するようにプログラムされており、これにより凝縮体に
捕捉されたリポソームからの貨物（例えば薬剤や遺伝子）の放出を精密に制御できま
す。このシステムは、単一のリポソームの挙動だけでなく、複数のリポソームが相互作
用する複雑なネットワークを設計する能力も持ち合わせています。

背景・業界文脈

薬物デリバリーシステム、遺伝子治療、診断用プローブ、そして合成細胞の研究におい
て、内部の貨物を効率的かつ選択的に輸送・放出する能力は極めて重要です。従来のリ
ポソームベースのデリバリーシステムは有効ですが、その放出制御はしばしば限定的で
した。DNAナノテクノロジーの進歩により、ナノスケールで構造を精密に設計し、外部
刺激に応答するスマートな材料を構築することが可能になりました。本研究は、DNAの
プログラマブルな特性とリポソームの生体適合性を組み合わせることで、この課題に対
する新たな解決策を提供し、より洗練された生体模倣システムや治療法開発への道を開
きます。



今後の展望

このDNAベース合成凝縮体を用いたリポソームの組織化および誘発放出プラットフォー
ムは、細胞模倣、マイクロリアクター、そして高精度な薬物デリバリーシステムの工学
設計に多大な応用可能性を秘めています。将来的には、がん細胞に特異的に薬剤を放出
するスマートなナノキャリア、生体内で特定の化学反応を触媒する人工細胞、あるいは
診断用の高感度バイオセンサーとしての開発が期待されます。研究者とエンジニアは、
この技術の生体内での安全性、有効性、および製造スケールアップに注力していくこと
になります。投資家は、個別化医療や合成生物学といった成長分野における、この革新
的なデリバリー技術の潜在的な市場価値に大きな関心を寄せるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.5c16730

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.5c16730


#43 MDPI論文：ゼロエミッション磁気レオロジーブレー
キの熱管理をCFDで評価、PCMが課題解決に貢献

概要

MDPIに掲載されたCFD評価論文は、ゼロエミッション磁気レオロジーブレーキ
（MRB）の熱管理に関する研究を発表しました。MRBは摩耗のない電気制御可能な制
動トルクを提供しますが、繰り返しの高負荷動作下での過熱が主要な課題です。本研

究では、この熱管理問題の解決策として、相変化材料（PCM）が熱エネルギー貯蔵の
分野で進歩を示していることに注目しています。特に、過酷な条件下でのMRBの信頼
性と性能を向上させる上で、PCMの統合が有望なアプローチであることが示唆されま

す。これにより、電気自動車や産業機械における高性能ブレーキシステムの実現に貢
献するでしょう。

公開日 2026年07月17日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIに発表された最新の計算流体力学（CFD）評価論文は、ゼロエミッション磁気レオ
ロジーブレーキ（MRB）の熱管理メカニズムに焦点を当てた研究結果を提示していま
す。MRBは、その摩耗のない電気制御可能な制動トルクという独自の利点から、電気自
動車や産業機械などの分野で大きな期待を集めています。しかし、繰り返される高負荷
動作下での過度な熱発生とそれに伴う性能劣化、さらには長期信頼性の確保が主要な課
題となっています。本研究は、この熱管理問題の解決策として、相変化材料（PCM）が
熱エネルギー貯蔵の分野で近年示している顕著な進歩が有望であることを強調していま
す。

技術・臨床詳細

MRBは、磁場に応答して粘度が変化する磁気レオロジー流体（MRF）を利用して制動力
を発生させます。磁場を制御することで、制動トルクをミリ秒単位で調整できるため、
高精度なブレーキ制御が可能です。しかし、制動時にはMRF内部でのせん断摩擦により
熱が発生し、これがMRFの特性変化やシステムの故障につながる可能性があります。
CFDシミュレーションにより、MRB内部の熱分布と流体の流れが詳細に分析され、熱管
理のボトルネックが特定されました。論文では、PCMをMRBの冷却システムに統合する
ことで、過剰な熱エネルギーを潜熱として吸収し、システム温度を安定させる可能性が
示唆されています。PCMは、特定の融点に達すると相変化して熱を吸収し、その間は温
度上昇を抑制する「熱バッファ」として機能します。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）や高度に自動化された産業機械の普及に伴い、より効率的で信頼性の
高いブレーキシステムが求められています。従来の摩擦ブレーキは、摩耗粉塵を発生さ
せ、定期的なメンテナンスが必要であり、環境負荷も懸念されます。MRBは、非接触で
摩耗がなく、高速かつ精密な制御が可能なため、これらの課題を解決する次世代のブレ
ーキ技術として注目されています。しかし、特に高負荷連続運転時の熱管理は、その実
用化に向けた最大の技術的障壁でした。相変化材料は、過去数十年間にわたり熱エネル
ギー貯蔵の分野で大きな進歩を遂げており、この技術をMRBに適用することで、その性
能と信頼性を大きく向上させることが期待されます。



今後の展望

このCFD評価研究は、MRBの熱管理におけるPCM統合の有望性を示すものです。将来的
には、異なるタイプのPCMの選択、そのマイクロカプセル化技術、およびMRBシステム
への最適な統合設計に関するさらなる研究が不可欠となるでしょう。この技術が実用化
されれば、EVの回生ブレーキシステムの効率向上、産業用ロボットや自動搬送車
（AGV）の信頼性向上、さらには宇宙航空分野の精密機器など、幅広いアプリケーショ
ンでのMRBの採用が加速すると見込まれます。研究者、エンジニア、投資家は、このゼ
ロエミッションブレーキ技術の発展が、持続可能で安全な未来の実現に貢献する可能性
に大きな期待を寄せています。
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#44 ACS論文：カテコール官能化アミノ酸交互共重合体が
優れた接着性・生体適合性を持つ生体適応型神経電極コー
ティングを開発

概要

ACS Applied Polymer Materials誌に、カテコール官能化塩基性アミノ酸交互共重合体に

基づく、優れた接着性と生体適合性を持つ生体適応型神経電極コーティングに関する
研究が発表されました。これらの新規材料は、良好な電気化学特性も兼ね備えてお
り、高機能なコーティング材料としての大きな可能性を秘めています。特に、神経イ

ンターフェースの長期安定性と生体適合性を向上させることで、脳深部刺激療法や神
経プロテーゼなどの医療デバイスの性能向上に貢献するでしょう。これは、神経科学
と生体材料工学分野の重要な進歩です。
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詳細

主要成果

ACS Applied Polymer Materials誌に発表された最新の研究論文は、カテコール官能化塩
基性アミノ酸交互共重合体に基づいた、画期的な生体適応型神経電極コーティングの開
発を報告しています。これらの新規材料は、卓越した接着性、優れた生体適合性、そし
て良好な電気化学特性を同時に兼ね備えており、高機能な生体コーティング材料として
の大きな可能性を秘めています。この技術は、神経インターフェースの長期安定性と性
能を向上させる上で極めて重要です。

技術・臨床詳細

研究チームは、カテコール基（強力な表面接着性で知られる）を持つモノマーと、塩基
性アミノ酸（生体適合性と細胞相互作用を促進する）を持つモノマーを交互に共重合さ
せることで、ユニークな高分子を合成しました。この共重合体は、ドーパミンからヒン
トを得たカテコール構造により、様々な材料表面（金属、ポリマー、セラミックスな
ど）に強力に接着します。同時に、塩基性アミノ酸セグメントが細胞の付着と成長を促
進し、電極が生体組織に統合されるのを助けます。電気化学的特性評価では、コーティ
ングされた電極が低インピーダンスと良好な電荷伝達能力を維持することが示され、神
経信号の記録や刺激において高性能を発揮することを示唆しています。この生体適応型
特性により、移植後も周囲組織との望ましくない反応を最小限に抑えつつ、安定した機
能を提供できます。

背景・業界文脈

脳深部刺激療法（DBS）、神経プロテーゼ、ブレイン・マシン・インターフェース
（BMI）など、神経電極は現代医療において重要な役割を担っています。しかし、体内
に埋め込まれる電極は、生体適合性の問題（炎症反応、線維性カプセル形成）や、電極
と組織の界面での長期的な安定性の欠如という課題に常に直面しています。これによ
り、デバイスの性能が時間とともに低下し、再手術が必要となる場合があります。本研
究で開発されたコーティング材料は、これらの課題に対処し、電極と神経組織間のより
効果的かつ長期的な相互作用を可能にする有望なソリューションを提供します。



今後の展望

この生体適応型神経電極コーティング技術は、次世代の神経医療デバイスの開発に大き
な影響を与えるでしょう。長期的な生体適合性と機能安定性を向上させることで、患者
の生活の質を向上させるとともに、神経疾患治療の新たな可能性を拓きます。研究者と
エンジニアは、このコーティング材料の安全性と有効性をさらに検証し、実際の臨床応
用に向けてスケールアップ技術を開発していくことになります。投資家は、神経科学と
医療機器分野におけるこの画期的な材料が、市場に与える潜在的な影響と成長機会に大
きな期待を寄せています。
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